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第 1章研究の概要

1-1研究の背景

1-1-1地域における公立文化ホール

近年、地域における公立文化ホールの在り方に対する多角的な検討が行われるようになっ

ており、アートマネジメントがへの関心が高まっている。以下に検討事項を述べる。第一に、鑑

賞を主としたホール機能の充実があげられ、地域のニーズに合った自主事業の展開等が求め

られる。第二に、市民の文化活動の場としての機能の充実があげられ、地域に根差した活動

団体をつくり育てること、アーティストインレジデンス企画等が注目されている。第三に、情報公

開の充実として、広報誌やピラ、ポスターの広告の他、HPやプログ、最近ではユーストリーム

公開や、ツイッターを通じた情報公開がされている場合がある。第四に、周辺の公立文化ホー

ルとの連携があげられる。第五に、アウトリーチ事業による周辺の教育施設との連携があげられ、

参加型のワークショップ企画や、地域によっては特定の学生に無料招待公演を実施する企画

がされている。第六に、公共ホールと民間ホールの連携があげられる。

1-1-2公立文化ホールにおけるコモンスペースの役割

公立文化ホールにおけるコモンスペースにおいても、一般開放性や寄り付きゃすさ、交流等

の、地域への貢献を鑑みる議論がされており、コモンスペースの利用は多様化する傾向にある。

コモンスペースは、諸室と諸室、諸室とホーノレ、ホー/レと地域の中間領域的空間であり、相互

の関係性を構築する重要な機能を担っていると考える。

1-2研究の目的

本研究では、公立文化ホーノレにおけるコモンスペースに着目し、空間的な特性に大きな違

いがある2施設において調査分析を行うことで、多様な利用に対応可能なコモンスペースの在

り方について指針を得ることを目的としている。コモンスペースの中で、ホワイエ、練習室まわり

のコモンスペース、施設全体のコモンスペースに着目し、利用実態から、場の特性、施設利用

者の特性を把握する。公立文化ホールにおけるコモンスペースは、様々な立場の施設利用者

が様々な目的をもって滞在する空間であり、鑑賞者・活動者・一般利用者と各々の立場に

たった公立文化ホールの環境を構築する必要があると考えられる。

ドアートマネジメント:芸術・文化と現代社会との最も好ましいかかわりを探求し、アートのなかにある力を

社会にひろく解放することによって、成熟した社会を実現するための知識、方法、活

動の総体(出典:rアートマネジメント教育の展開ー慶応義塾における教育と研修の現

場からJ慶応義塾大学教授美山良夫)

1 980年代後半から企業による芸術文化支援活動の高まりとともに、芸術文化とマ

ネジメントの関係が見直され、新しい概念として“アートマネジメンいという言葉

が使われ始めた。芸術分野のマネジメントは多面的な取り組みが求められ、企業マネ

ジメントより複雑で調整が難しいとされる。(出典:r実践アートマネジメント 地域

公共ホールの活性術J名古屋芸術大学教授竹本義明著)
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第 1章研究の概要

]-3研究の方法

第1章では、研究背景.目的、研究}jら

第2章では、調査対象施設である、三重県文化会館と北 k市文化交流センターの擁設概要、

展開されている自主事業、コモンスペースの概要を通して、日本の公立文化ホールにおけ

る位置づけについて説明を行久

第3・4・5章は、本論の中核をなす。

第3主主では、公演時に行ったマッピング調査やアンケートによる満足度調査により、ホワ

イエにおける利用実態・満足度を把握し、観賞者の特性、場の特性について、分析考察を

行う。

第4重量は、マッピングやヒアリング調査により、練習室まわりのコモンスペースの日常的

な利用実態を把握し、一般利用者や活動者の特性、場の特性について、分析考察を行う。

第5章は、施設全体のコモンスペースと複合施設の付帯機能の利用について、分析考察を

行う。 具体的には、屋外テラス、広告壊示空間、文化情報コーナー、レストラン、図書館

である。

第6章では、 3・4・5章で得られた知見から、現状の評価すべき点や問題点を検討し、

鑑賞者・活動者・一般利用者の立場から、望ましいコモンスペースの在り方について、言

及、提言する。

第 1章

研究の概要

第2章

調査対象脆設の位置づけ

園田ー田園田曲目白ーーーーーー四1-田園田園田園田園田園田田園田 1

第3章

ホワイエの利用実態と満足度

第4章

練習室まわりのコモンスペースの利用実態

第5章

施設全体のコモンスペースと複合施設の付帯機能の利用実態
回目・・四・・ー・・・・・・回目ー-....-町田ーーーーー・・・町四回甲田ー

第6章

まとめ

臨1・3・1研究フロー
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第1章研究の概要

1-4用語の定義

本研究で取り扱う用語を以下のように定義する。

公立文化ホール:国及び地方自治体によって設置され (PFIを導入している場合を含む)、

舞台芸術の上演等に用いられる[ホーノレjを含む公の施設CM

コモンスペース:開館時間であれば誰でも自由に使用できる諸室以外のフリースペースと

(以下、 CS) 定義するコ削本研究の調査対象塙設において、公演時のホワイエ、ロ

ピ一、屋外テラス、練習宅まわりの空間等がこれにあたる。

ホワイエ :チケットもぎりから後部座席までの空間。

行為 :人間の活動や行い全般。意図や民的を有する活動。

物的要素 :壁、柱、段差、ガラス面等の建築的要素、家具やオブジェ等の付属的要

素を合わせた要素。

活動者 :文化活動の目的で、施設内諸空間を借りて、

施設を利用している個人・団体。

観賞者 :公演を観賞する目的で、施設を利用している

個人・団体。

{
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明ー般利用者 :文化活動や公演観賞以外の目的で、胞設を

利用している個人・団体。

施設利用者 :活動者、鑑賞者、一般利用者を合わせた施設

を利用している個人・団体の総称。

図1す 1 施設利用者の分類

制「少子高齢化時代の公立文化ホールの配置、建築、運用計溺の再婚築iこ関する研究Jの公立文化ホール

の定義を本研究において引用する。

制「公演時外の滞在者の分布と意識から見た劇場・ホールを待つ公立文化施設内のオープンスペースに関

する研究ーホワイエを開放している施設における調査研究ーJのコモンスペース定義を一部参考とする。
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第1章研究の概要

1-5既往研究

1-5-1公演時外のホヲイエの利用に関する研究

・浦部智義「公演時外の滞在者の分布と意識から見た劇場・ホールを持つ公立文化施設内

のオープンスペースに関する研究ーホワイエを開放している施設における調査研究ーJ

日本建築学会計画系論文集75(647)，57・66，2010.01.

・小川利和、勝又英明『劇場・ホールのロビー・ホヲイエにおける公演時以外の利用に関

する調査研究j 日本建築学会計画系論文集(539)，127・131，2001.01.

上記は、公演時外のホワイエの一般開放に焦点をあてた研究である。

浦部の論文では、公演時外の日常利用時のホワイエを含む施設内のオープンスペース滞

在者の分布や意識を明らかにすることで、今後のオープンスペース計画の基礎的資料を得

ることを目的としている。(浦部の論文におけるオープンスペースとは、本研究におけるコ

モンスペースの定義に、中庭・広場・公園、公演時外に開放するホワイエを含むものであ

る。)論文の中で、中高生の学習によるオープンスペースが大きな需要であり、利用者属性

が偏らない計画・運営等の検討事項を述べている。オープンスペースにおける滞在者の場

所選択の要因として、気軽な寄り付きやすさや開放的な印象、作業性に関しては、机の大

きさや明るさの適度を示している。メインエントランスからフロアを異にして、やや空間

的に奥まった場所選択が、長時間滞在する傾向を指摘している。(→第4章により、利用者

属性、場所選択において参考)

小川、勝又の論文では、 1200席程度の客席数を持つ477ホールに対するアンケー

ト調査を通じて利用実態を把握し、ロピーホヲイエにおける建築計画上・運営計画上の基

礎資料を得ることを目的としている。論文の中で、ロビーホワイエの一般開放の最大の問

題点として警備があげられること、今後の公演時外のロピーホワイエの利用用途として、

広報活動や休憩の場、一部ギャラリー化といった考えがあることを指摘している。」こ盆三

章、 cs利用に関する施設側の意向において参考)

1-5-2公演時のホワイエの利用に関する研究

・本杉省三、小谷喬之助、瀬川陽子、青池佳子「劇場・ホールにおける公演内容と観客サ

ーピス機能利用に関する調査研究 (1""3)J学術講演梗概集1994.07.

上記は、公演時のホヲイエにおけるサーピス機能に焦点をあてた研究である。都内大規

模ホールの公演内容と観客サービス機能の設置状況、公演時の入場者数状況とクローク利

用状況、公演時のピュッフェ・トイレの利用状況について、利用実態を把握し問題点を明

らかにすることを目的としており、公演内容による利用の違い等を指摘している。
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第1章研究の概要

1-5-3ホワイエの空間構成に関する研究

・実川俊之、船越徹、浦部智義、積田洋他「劇場・ホーノレのアプローチ・ホワイエ空間に

関する研究(その 1"-'その6)J学術講演梗概集2000.07."-' 2003. 07. 

・上野孝雄、熊井和雄、小川峰夫、佐藤哲士「劇場ホワイエにおける滞留行動と空間的要

素との関係j学術講演梗概集 55，1163・1164，1980.09.

・瀬口哲夫、久野盛郎、大沼純一「建築の空間構成に関する研究ーその1文化会館、市民

会館のホワイエの空間意識に関する研究ー」学術講演梗概集57，1525・1526，1982.08.

上記は、ホワイエの空間構成に関する研究であり、心理評価、物理量、滞留行動等のキ

ーワードがあげられる。

瀬口、久野らの論文では、ホワイエにおける雰囲気に着目し、心理評価と物理的属性と

の対応関係について明らかにすることを目的としている。実川、船越らの論文では、客席

までのアプローチ空間における雰囲気に着目し、外部アプローチ空間やエントランスから

客席までの内部アプローチ空間の空間構成に関しての心理評価と物理的属性との分析をも

とに、設計・計画の指針を得ることを目的としている。その5において、<楽しみ感>く

まとまり><明るさ感><開放感>等の心理評価を行い、それぞれに関係する要因を示し

ている。<開放感>に関しては天井高、吹き抜けが大きく影響し、次に開口、光、照明等

が影響することを指摘している。<明るさ感>に関しては、光・照明や人の要因が影響す

ることを指摘している。(→第3章、三重県文化会館のホワイエの雰囲気、広さの満足度の

分析において参考)

上野、熊井らの論文は、ホワイエにおける位置プロット調査を行い、滞留行動と空間要

素との因果関係を分析したもので、椅子類等の付属的要素が大きな影響のある空間要素で

あることを指摘している。

1-5-4練習室に関する研究

-佐藤慎也、本杉省三「地域文化団体の創造活動における公共ホールの利用に関する研究:

長岡リリックホールを事例としてj 日本建築学会計画系論文集(593)，65・72，2005.07.

-川本直義清水裕之大月淳f市民吹奏楽団の練習場に関する研究地域における公共施

設の多目的利用に関する研究j日本建築学会計画系論文集 2004.06. 

-嶋田秀雄大野勝元松経雄室殿一哉本間秀明 「ホーノレの搬入スペース、ホワイ

エ、楽屋、練習室・リハーサル室の評価に関する研究 ホールの施設・管理・運営に関

する研究j学術講演梗概集1999.09

上記は、練習室や活動団体に焦点をあてた研究である。

佐藤、本杉の論文では、練習室が10室ある長岡リリックホールにおいて、音楽2団体、

演劇2団体を対象として、練習機能と公演機能の結びつき、練習室の在り方について現状

と課題を探ることを目的としている。論文の中で、練習室の選択理由として、音楽では防

音性能の高さ、演劇では面積の大きさ、舞踊では附属設備であったと述べている。」コ室生
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第1章研究の援要

章、三重県文化会館、リハーサル室の使い分けにおいて参考)その他、各練習室の需要や

各練習室の利用関係について記述されている。

川本、清水、大月の論文では、愛知・岐阜・三重の吹奏楽団を対象として、活動実態を

把握し、地域における公立施設の多目的利用の可能性を考えることを目的としている。論

文の中で、公立文化ホールにおける意見要望として、楽器をおかせてほしい、定倒的な会

場とりをお願いしたい等の意見が得られたことを述べている。また特定の団体の囲い込み

について、公式な制度と非公式なものがあることを指摘している。(→第3章施設貸出の

手順において、特定団体の予約優先を明記)

嶋田、大野らの論文では、搬入スペース、ホワイエ、楽屋、練習室・リハーサル室にお

ける、規模や設備等の基礎的指標を得ることを目的としている。論文の中で、ホワイヱ面

積は最低でも O. 6 ni/席程度確保する必要があること、楽屋面積の狭さをクリアするラ

インはO. 1 5 ni/席が1つの目安であること、ホールをリハーサル用に利用している施

設があること等を指摘している。(→第3章 大ホールのホワイエ面積/席、明記)
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第2章調査対象施設の位置付け
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2-2調査対象施設の概要
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第2章調査対象擁設の投麓づけ

2-1本軍の詩的・方法

本研究の調査対象簸殺として、三重県総合文化センターの一部を成す三重県文化会館と

北.1:前文化交流センターさくらホ…ル{以下、北上京文化交流センター)を取り上げる。

選定殺践として、 csの?i!flIj約特性が異なることがあげられる。 2擁設を比較すると、三
重県文化会館のcsは空間的に閉じられており、北上市文化交流センターのcsは空鱒約
に襲警かれている。以下に、調査対象線設の雛襲、 csの犠饗や展開されている自主事業等、
各絡殺の特撮について示し、灘査対象簸設の{立盤づけについてt思議することを詩的とする。

2-2調査対象施設の概要悪

2-2-1建築嫌饗

・三議集総合文化センタ}

三重鎮総合文化センタ…は、文化会舘、生

涯学習センター、男女共j蒋参画センター、巣

立接話番館によって構成された、擦を代表する

大規模な複合簸設である。年間の来館人数は

2009年度で、約112.54万人、その

内文化会館は58. 7 1万人{三重県の人口は約

185. 5万人〉である。

!日文化会館の老朽化等を燦凶に、新文化会

館基本構想が策定され、 1994年6月に竣

工している。

緩模

ホール

数地磁積 52.224M
建築滋穣 21.692rrl'
延底磁積 46.3OSM

立地としては、津駅から徒歩25分で、 表2-1-1-1 三君主糸総合文化センターの建築;統芸書

パスや自家用車によるアクセスが緩まれる。

国2-'-1-1-1 .::三霊祭総合文化センターの配援額
〈出典:新建築 1994年 12月号〉
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.~t上f作文化交流センター

北上~m文化交流センターは、大小22の練習

室鮮をゆ心として、大・司3・IJ、ホーノレで構成さ

れているe

築40年のi日市民会館が都市計画のため移転

を余儀なくされ、子t1民会館に代わる公立文化ホ

~Jレとして計額、 2003年9月に竣工してい

る。

立地としては、 JR北上釈から車で10分

JR機長京駅より後歩10分であり、パスや

自家用車によるアクセスが議まれる。

第2章調査対象旗設の位麓づけ

表2-1-}-2 ~と上m・文化交流センターの建築概婆

図2-1-1-2 北上司7文化交読センターの配置顕

(l:!:I典:新建築2∞4年 10月号)
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2-2ー2施設計画時の時代背景

瞳三重県総合文化センター

第2章謂査対象施設の位置づけ

三重県総合文化センターは1994年に竣工しており、施設計画時に、同じく東海地方

に位置し、同設計者である、 1992年に竣工した愛知芸術文化センターの影響を受けて

いる。愛知芸術文化センターは、舞台機能に力を入れたドイツ式劇場を参考として、後舞

台を持つ建築形態等、本格的なオペラ公演が可能な機能を搭載した大ホールを、我が国の

先駆けとして実現した。三重県総合文化センターの計画においても、この舞台技術が大き

な影響を与え、大ホールにおいて同様に本格的なオペラ公演が可能な機能を搭載している。

専用ホールを組み合わせた大規模な複合施設として、 1982年竣工の熊本県立劇場、、

仙台市青年文化センターよ 1990年竣工の東京芸術劇場と水戸芸術館、 1992年竣工

の愛知芸術文化センターがあげられる。 1994年竣工の彩の国さいたま芸術劇場、アク

トシティ浜松、調査対象施設である三重県総合文化センターもその流れを継いだものと考

えられる。

表2・2・2・1 1980年代以降の大規模複合施設におけるホール機能と複合機能

公立文化ホール ホール規模 複合機能

コンサートホール(1810)
リハーサル室(2)、控室(6)、

熊本県立劇場
演劇ホール(1172)

練習室(3)、楽屋(5)、会議室、
和室、飲食唐

コンサートホール(802) AVホール、会鰻室(3)、研修室

仙台市青年文化センター 多目的ホール(584)
(3)、アトリエ、練習室(4)、スタジオ

多目的ホール(最大300) (2)、ミーティングルーム(2)、和室、
茶室、クッキングルーム、ギャヲ1)-

コンサートホール(1999)
展示ギャラリー、リハーザル室、

東京芸術劇場 演劇ホール(841) 会櫨室、飲食庖(的、ショップ(2)、
多目的ホール(300)

スタジオ(1)多目的ホール(287)

水戸芸術館
コンサートホール(620-680) ギャラリー、会譜場‘ミュージアム
演劇ホール(472-636) ショップ、飲食唐(2)
多目的ホール(2500) リハーサル室(2)、美術館、

愛知芸術文化センター コンサートホール(1800) 文化情報センター、飲食庖(4)、
多目的ホール(330) ショップ(2)

彩の園さいたま芸術劇犠
多目的ホール(776) 映像ホール、稽古場(6)、練習室
コンサートホール(604) (6)、情報センター

展示イベントホール、セミナー室

アクトシティ浜松
演劇ホール(2336) (14)、コングレスセンター、会蟻室
コンサートホール(1030) (10)、宿泊施設、ショッピング街、

飲食唐街、楽器博物館

多目的ホール(1903)
リハーサル室(2)、会緩室(4)、
レセプションルーム、ギャラリー(2)、

三重県総合文化センター
演劇ホール(968)

飲食唐(2)、ショップ、図書館、
多目的ホール(285)
多目的ホール(383最大425)

研修室何人生活工房、茶室、
セミナー室(3)、フィットネスルーム
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第2章調査対象施設の位置づけ

-北上市文化交流センター

1990年代の専用ホール建設に伴い、舞台芸術の制作環境全体について関心が高まり、

地域における公立文化ホ}ルの在り方に対する多角的な検討が行われるようになった。地域へ

の貢献という視点から、ワークショップ型のプログラムやアウトリーチ事業等、ソフト面

の充実がはかられるようになった。また近年、地域と舞台をつなぐ中間領域的な空間であ

る公立文化ホールにおけるCSが着目され、一般開放性や寄り付きゃすさ、交流等の、地域

への貢献を鑑みる議論がされている。北上市文化交流センターは、このような背景をもとに、地

域における「新たな関係性の生産へJをコンセプトとして計画された1事例である。開設計事務

所による、このようなテーマをもとに設計された公立文化ホールの事例として、 2002年竣工の

「とぎつカナリーホールj等がある。

(2・2・2参考:r21世紀の地域劇場パブリツクシアターの理念、空間、組織、運営への提案J清水裕之著)

2-3調査対象施設のコモンスベ}ス

2ー 3-1CSの概要

・三重県文化会館

【CSの種類】大・中・小ホールのホヲイエ、リハーサル室前のCS、会議室前のCS、

ギャラリー前のCS、エントランスホール等を含む常設展示空聞があげられる。

【各CSのつながり] 1階に大・中・小ホールのホヲイエ、地下1階にリハーサノレ室前

のCS、2階に会議室前とギャラリー前のCSが配置され、壁やガラス面・レベル差・距

離により閉じられた空間で、個別のCSとして機能している。地下1階のCSと大ホール

CSは吹抜けにより、空間はガラス面で隔てられているが、見る見られるの関係はある。

【一般開放】大・中・小ホールのホワイエは、公演時外は一般開放されていない。

【施設側の意向】施設のスタップにヒアリングを行い、基本的に「室内でできることは

室内でj という方針であることを確認した。施設側の意向を示すため、施設利用の予約受

付時もしくは打合せ時に、施設スタッフが口頭で“原則借りる室内のみの利用"を活動者

に指導している。指導のもと、 CSは平等に施設利用者が利用できるよう、特定団体が占

有しないように管理されているが、受付程度の利用や一般利用者に迷惑をかけない程度の

利用は可能であり、その他利用内容に応じて別途相談に応じるかたちをとっている。

また、 CSにおいて留意すべき事柄に、安全面の確保がある。警備員が毎日定期的に施

設内を巡回し、不審者、不審物、迷惑行為、病人やけが人、施設内で迷っている入、施設

の破損の有無について、目視確認を行っている。

ヒアリングにより、今後一般開放する予定は特になく、理由としてホール利用が頻繁で

あること、ホールでの公演や活動を最優先したいことがあげられることを確認した。以上

より、ホールやリハーサル室等の諸室での活動、安全面を最優先する施設側の意向、活動

者に施設側の意向を伝える手段を把握できた。
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-北上市文化交流センター

[c sの種類]大・中ホーノレのホワイエ、練習室まわりのcs、エントランスホール等
を含む常設展示空間があげられるよ

{各csのつながり}練習宅都が中央に
あり、それらを囲むように、大・中・ JJ、ホー

ルが配置されている(図2-3-1-1L

大・中ホールのホワイエと練習室まわりの

csは隣接している。また、ホワイエや{也の
cs聞に壁面やガラス面による隔たりはなく、 l
開かれた空間が計画されている。練習掌はガ

ラス張りの設えであるため、 csと練習室開
に見る見られるの関係があることも特徴とし

てあげられる。

第2章識査対象捷設の位置づけ

国
民
箆
民
相
同
開

ホール

園田田町....

閣2・3・1・1 ホールと練習室君sの位置関係

[一般開放}大ホールのcsは一般開放されていないが、中ホールのcsやその他のC
Sは一般開政されている。練習室まわりのcsは、テラス、植栽、 トップライトにより半
屋外化した空間が計画され、公開のような一般開放性のある雰間気が重視されている。

【設計者・施設側の意向}設計者にヒアリングを行い、視覚や聴覚を触発するようなC

Sを計画することで、今まで文化活動に無関心だった人々が活動者とより頻繁に接触し、

触発される場を地域の中に仕掛けるというコンセプトを伺った。 f新たな関係性の'E産へj

というコンセプト部分における、接触→触発→定着・共有→波及・拡大といった効果につ

いて、図2-3-1-2に示す。また、施設のスタッフにヒアリングを行い、一部のcs
において自習やダンス練習を禁止しているが、その他は原則として自由に利用してもらっ

てよいという脆設側の意向を確認することができた。

::22:司否二三口鰍
4 

国 日触発
+ 
国 国甜絹 回

図2-3・1-2施設利用による新たな関係性の生産

〈出典.株式会社久米設計〉
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第2章調査対象施設の並置づけ

2-3-2自主事業とcsの利用
【自主事業】表2-3ー2-1に、調査対象施設で展開されている自主事業について示

す。向、表2-3-2-1においては、シリーズものの自主事業のみ言己主している。自主

事業の内容は、県レベル・市レベルの事業内容であり事業の規模は異なるが、鑑賞型の f観

るJ、創造型の fつくるj、体験型やコンクール等の「交流するJに大別することができる。

三重県文化会館では、特にコンサート関連の鑑賞型自主事業が充実している。新日本フ

ィルハーモニー交響楽団と地方拠点契約を結び、それに関連した自主事業がある。また、

2008年以降 rMゲキ!!!!!セレクションJrトリプル3J等、演劇関連の特色ある自主事業

が新たに加わっている。

北上市文化交流センターでは、竣工してから 7年であり、シリーズものではない単発の

公演が多く、鑑賞型の自主事業が中心である。北上市では「神楽jや「鬼剣舞J等の伝統

芸能が根ざしており、それに関連して30年以上の歴史を持つ「北上市民劇場」、「冬のみ

ちのく 芸能まつりjの自主事業がある。

表 2・3・2・1 展開されている自主事業

三重県文化会館 北上市文化交流センター
-新日本フィルハーモニー交響楽団 -さくらホールファイナルライブ

観る -ワンコインコンサート -さくらホール落語
.Mゲキ!!!!!セレクション -きたかみサロン音楽会

つくる
-トリプル3
-三重音楽発信

-北上市畏劇場

-新日本フィル演奏クリニック -さくらホールキッズパラダイス

交流する -三重ジュニア管弦楽団 -さくらホール・アート・フェスタ
-三重文化芸術祭 -冬のみちのく芸能まつり

【自主事業時の室の使われ方]

三重県文化会館では、演劇のレジデンス企画が増えている。 fトリプル3Jは、公演に向

けて、ワークショップ室、リハーサノレ室、レセプションルーム、小ホールへと、稽古の段

階に合わせて広い室に移行している。 fMゲキ!!!!!セレクションJは、一定の稽古期間に、小

ホール、小ホール裏のワークショップ室、楽屋が一体的に利用されている。小ホール、小

ホール裏のワークショップ室、楽屋、第1・2リハーサル室等、一部の諸室と諸室まわり

のcsを特定の団体が一体的に使うことがあることを把握した。
北上市文化交流センターでは、練習室群を一体的に使った自主事業が見られる。 fさくら

ホールキッズパラダイスjは、子ども向けの体験型プロジェクトであり、大・中・小ホー

ル他、 12の練習室、一部のcsが会場に使われている。各諸室やcsで行われている複
数の体験教室の中から、体験したいものを選択できるようになっており、一体的な空間が

有効に使われている。
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第2章調査対象施設の位置づけ

2-4第2章のまとめ

三重県文化会館は県レベル、北と市文化交流センターは市レベノレの施設であるため、施

設の規摸、ホール規模、複合機能、自主事業の内容等に違いが見られることを確認した。

また時代背景から、調査対象の2施設が、施設計画やその中のcs計瞬、施設の管理運
営の意向が異なることを確認した3 三重県文化会館はホール機能を充実させており、観賞

弔.の公演において2000年以降実績を残している(関2-4-1)。ホールやリハーサ/レ

室での活動を優先させるため、文化会館内では・般開放されるcsの面積は狭く、それぞ
れが分離的な配置であることを把握した。(本論文では対象としないが、複合焔設であるた

め、三重県総合文化センターというくくりで見ると、 csは充実している可能性がある， ) 
北上市文化交流センターは、施設計画時から、活動者を中心として一般利用者にも焦点、を

あてたcsが計画され、物的要素の充実した一体的なcsを持つ。比較的新しく、 cs内
は前例にないような空間となっており、特徴的な事例であるといえる。

本章の情報をもとに、第 3章、第4章、第5章では、 csの利用実態について記述するG

側
悌
鶴
鱒
嶋
崎

m
m鶴
船

四申町公揖犠lt:比.

-tIド公潰入・8

1 8 8 10 11 12 13官.. 15 16 唱'1 18 19 20 2. 

副2-4-1 文化事業推移(出典-重県文化振興事業団f:Ip) 

表 2・4・1 主主要指標推移(出典:二重県文化振興事業開HP)
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第3章ホヲイエの利用実態と満足度

3-1本章の目的・方法

3-2三重県文化会館大ホールホワイエ利用実態と満足度

3-3三重県文化会館小ホ}ノレホワイエ利用実態

3-4北上市文化交流センタ}中ホールホワイエ利用実態

3-5第3章のまとめ

三重大学大学院 工学研究科



3 ---1本撃の諮約・方法

3--1--1器約・方法

第3章ホヲイエの事j潟実態と溝昆護

本撃では、公機時め大ホ…/レホワイニにを対委設とする。アンケ…ト鱗五誌により、鑑識者の

鱗性、公護者書官後と体;懇草寺接詩的過ごし方、ホワイコエの鶏廷撹についてt記事選、ずる。マッピング

語調査や親要議議選まにより、難3繁華?の繰性、語審議行為、滞議行為iこ喜建議するホワイ式内の締約
繋講義ど把握する。以上によって、鑑賞者の特段、ホワイニIこにおける壌の特牲を分析・考委譲

ずることを詩的とする。

3…1--21織ヨ整会織の公議

瀦査対象の公蓄量概要警を以下広治す。議3…1-2--Hとより、公語義名を定義する。

畿3-1-2-，.1

201 O.12.J 1. 
18:問機嫌 19:00鱒書籍 i謀議幾文化会童書

公議3i i 
2010，12.12. I小ホール
13:15鱒場 14:00擁護

第七話題場f
fかもめj

1 ..... 11... l___........."""-，u~~~ l~... .s... Iコシソナンス
200事.08.28. I~主上積文化交議センター i公議電41 、 1:!:::::"'::-l，"， Äf)q.~.，..， 7" Ir韓額楽器部ための続続・
1事:00関場19:30鱒議 !大ホール i 

1/'''''' 'V 1現代審議コンサートj

公議1・2lこI}!;Iして、三ミZ重大学管弦楽隊 君愛3-1-2-.2 溺去3年!灘入綴務数

は年2践の公務を行っており、それが定期議 F …一一吋…ー

奏会とサマーコンサートである。過去3年関

の入場者数を一夜3-1-2-2{こ訴すむ;議で

jをとした数字が公繍1・2である。

公練3~こ欝して、ミプ議築総合文化センターの fMゲキ!!!!!セレグシ認ンj という議主事撲

のー暴露である。 1Mゲキ!!!nセレタシ蕊ンJf立、ぎを機的に主主認されつつある務手勝手本や野学鱗
搾君主・撲出家を、三議熟文化会館部議惑にセレクトして嬢段iご勧めるという金額である9

2009年11月から始まり、 fかもめjを含め、費十6[態様織されている。 fかもめj公撲

の欝3量点として、第一に公議詩含め6日韓喜劇践が滞夜したア}ディストインレジデンス会

i顕であった之と、第二iこ.......露大学人文学部や;51;議γクタース養成所とワ…タショッブを行

っていたこと、第三iと幸苦手襲警作家・譲治家や瀦鱗批評芸誌を交え、プレト日夕とアブタ…ト

ーク金持っていたことがあげられる。

公演4kこ濁して、出議室者は、韓関楽器奏者やカジブオ/レエニア州立大学サンタクルズ絞め

学生、卒業生で講戒されてお哲、寝苦務長念室豊かである。強襲i立、韓識の総統識の錦、出議益者

によって作織された現代音楽が中心である。チケットは線機ウォンでも鱗入可議。

学;大学絞 ~?続発事3



第3章ホワイヱの利用実態と満足度

3-2二重県文化会館大ホールホワイヱ利用実態と満足度

3 ・2-1調査の概要

{調査対象範囲}三重県文化会館大ホールのホワイユである。調査対象範囲について、

国3-2-1-1，表3-2-1-2に示すの 1階ホワイエは、レベル差によりゾーンA

とゾーンBに大glJされるn ホヲイエの 1人あたりの面積は、 0_ 40 (ば/人)である。

ホールの 1・2階席と、 i階ホワイエのみ利用の場合、 0_ 3 7 (ば/人)である。

{調査対象公演}三重大学管弦楽団の定期演奏会(以ド、公演1)とサマーコンサート(以

ド、公演2)である。

{調査方法}問公演を通じてアンケート調査、公演2でマッヒのング‘調査を行った。アンケ

ートの回収率について、表3-2-[-1に示す。アンケートは、事前にパンフレットに

挟み、公演前に配布、公演後に回収した。アンケート内容は、艦賞者の属性、公演前後と

休憩時間の過ごし方、 csにおける満足度の3部構成になっている。マッピング謂査は、
1セット 15分間として、公演前2回(以下、公演前 I、公演前n)、休憩時間 1回、公演

後 1回行い、鑑賞者の属性、滞在行為、滞在位罷、行為に影響を及ぼす物的要素について、

調査票に記録した。尚、屋外テラスの利用実態は、第4書誌で記述する。

【留意点}公演2において、ホール3階席は使用されず、ホヲイヱの 1階のみ使用可能で

あった。また、喫茶店は営業していなかった。

表 3・2・1・1

ゾーンA

ゾーンB

-------ー!屋外テラス
o二1，2

表3・2-1-2付属的要素の詳細

-・1
クロ』タ .• 11. 

‘~50x 1800x 100 

-・2
ソファ1
eoo)( 1900x 400 

箆外緑化 .崎・3
慶応~内 口530x 800 

b-l 
ソファZ aロ1620)(600)(4∞ 

b-? 
テ}フ J~ 。

• 500x 580 

b-3 ハイチーフル 。
f 750)( 1000 図3・2・1・1 調査対象範囲と付属的要素の位置
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第3主主ホヲイヱの京j罵実態と満足度

3← 2-2鑑賞者の属性

アンケート調査により得られた、鑑賞者の性別、年齢、大学関係者、来館人数、付随者、

居住地、来椋手段、来館頻度について、分析考察を行う。以下の鴎の母数は、特に記入し

ていない場合、公演1は166、公演2は112である。

{性5311]公演1では女性の方が多く、公演2では州

男女比率にほぼ綴りない(関3-2-'2-1)。 50% ・一

40時 ぃ

30% い

20%・

lO% 向島

。誕

箆t童 女f主 無箆話事

@3・2・2・1量震災者の性別

{年齢層}間公演を通じて 10、20代の学生と考えられる年齢層と 40から 60代の比

率が高い(図3--2-2-2)。公演1で、は、 50代次いで、20代の比率が高い。公演1の

50代鑑賞者の特徴として、来館人数が2人で、夫婦で来ているパターンが多い傾向にあ

ることがあげられる(関3-2-2-3)。公演2では、 10代鑑賞者の比率がi言語い。公演

2の10代鑑賞者のやで、来館人数が2人以上の比率は90%であり(図3，-2 -2 -4)、

そのうち67%が友人と来ていると部答しており、単独で、はな〈大学生同士での来館が目

立つ。

30拓

25% 

20% 

15% 

。%

去さ .0'1::-~<:>'I::- ~<:;，'I::- ，<:>'1::-，N'I::-，s，'I::-<̂:;'i;-~o'l::- <'<>>~ 
OJ"'--V )' ¥' ? 帳 、 喝 、 唱喝F

70% 

60% 

50% 

40% 

30ラ6

20% 

10% 

。%

函3・2・2・2鑑賞者の年齢溜

関3・2・2・4 10代鑑賞者の来館人数(公演2)

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

0% 

2 書聖磁答

渓13・2・2・3 50代鑑賞者の来館人数(公演 1)
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第3章ホワイニI二の手ij)j詩:実態と満足度

{大学関孫者}公議1と公演2で比率が大きく異なっている。公演 1では、大学関係者ーが

26弘、非大学関係者‘が71%であり、大学関係者Lの人数を 2. 5倍以上上部っている。

公演2では、非大学関係者の方が多いものの、公演1と比較して大学関係者の比率は38誌

と高い(関3-2-2-5)。公演2は公演1より、内総な公演で、あったと予澱できる。向、

1 0代20代という学生が多い年齢層のやで大学関棒、j5-比率を識べたところ、公演1では

非大学関係者が 10代で63%、20代で45%となっており、他大学の学生やrt1高生の

鑑賞者がいたと考えられる(隠3-2-2-6)。

公演2 ‘，命

nu

-
i

司
d

n

n

 

哨

時

内

dι

唱
4

r
1
3
3
3
L
 

内
ぷ渓公

公演1

切品 20% 40% &0% 8ω~ 100% 
。% 20% 40% 6め6 80% 100% 

[!x13・2・2・5 大学関係者比率 凶3・2・2・6 10・20代緩賞者の努;女5J1j大学療係者比率

{来館人数と付随者}術公演を通じて、 2人での*舘が40%程度と最・も多く、 2人以上

での来館が全体の70%以“1:.であることが分かる{図3--2-2-4)0 2人以上で来館し

た鑑賞者の付髄者は、友人が40%程度と最も多く、夫婦・子ども・親・兄弟といった家

族での来館比喜界も高い。原図として、学生や、管弦楽部の保護者である鑑賞者が多かった

ためと考える。

る5% 45%一
40部 40悼

35唱 35% 

30略 30'も

25% 25鵠

20% 20首

15% :5% 

10% 10略

5% 5桔

骨覧 。首

1人 2入 3人 4人 5人 6人以上 友人尖・.， ~子ども綬 恋人.!tJ島

密3，2・2・7来館人数 関3・2・2・8付犠者(複数回答;可)

{勝校地}南公演を通じて、持市内が50%以上:であり、 75%以上が県内である([選3

-2-2-針。また、三重県外の居住地は多い燃に、愛知、静i潟、岐阜となっている(関

3-2-2-10)。三重大学生の鰐{全地や出身地との関連が考えられる。

60% 

50% 

ぬ

K
u
r
e
必

仏

守

、

，

島

内

υ

。。

1

1

1

1

1

 

20% s 

40% 

30~毛

10% 
<1 

2 

。弛 号

添市内 三:'P車内 .=:..外
関3・2・2・9居会地

音量知事事録岐阜耳;r.層大量E 奈良兵簿東京集mn事
関3・2・2・10三重民外の続住地
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第3章ホヲイエの手ifjj話実態と議足度

{来館手段}第2撃で述べたとおり駅から速い立地上の間態から、間公演を通じて、窓底;でで、

の米館が最も多い結果となつた(髭留r3一一叩2

や自車転詰E率官巨‘.パイクの手利i討j丹用3上比じ詩感珪玲念がミ高く、 j令市内や近隣の}むから訪れる畿j殺者が多かったこと

が分かる。
80% 

70拡

ω部
50ラ4

40略

30% 

2俗4

10時

0% 
憲 司監理匹 パス 書ヴシー自転車 徒多

パイヲ

額シ2・2・11来意書手段(複数回答可)

{来館頻度}来館頻度は、公演時が初来館であつた比芸察F

15%でで、あり、これは年間でサマーコンサートと定期演奏会をセットで鑑賞する鑑賞者が

いる影響と考えられる。三重大学管絃楽団の公演鑑賞以外を罰的i之、三重県文化会館に来

館したことがあるのは、爵公擦を通じて60%前後である。

0% 20% 40% 60首 80% 100% 

溺3・2・2・13:>夜、総頻度

3-2-3過ごし方

アンケート調査により得られた、公演前、休慈時間、公演後の過ごし方について、分析

考察を??う。その後、ホワイコ二におけるマッピング務査により得られた、行為、行為と物

的要素の関係性、エリア)jlj滞雀人数、コ二リアjjlJ鑑賞者の属性について、分析考察を行う。

【来館時間}公演1では72%、公法2では

62%の鑑賞者が開場時間に余絡をもって、

もしくは開場時間に合わせて来館している。

公演 1と公演2で異なるのは、 45分以、上前

iこ来館した鑑賞者の比率であり、入場者数が

異なるため、鹿席確保や、開場までの待ち時

間に余裕をもった鑑賞者が公演1に多かった

と予測する

以

郎

総

脱

獄

倒

錦

町

m
脱

税

a
u
'
a今
令

3

勾

2

‘
，島
内
4
喝

-a
噌

A

i-
-
45分 30-科 ;15~2事 務漢湾問; 遂刻

以上積 分章者 ・分前 -14分覇者'
機嫌待総務 ， 障害事轟時間後 ' 上演

rrg)3・2令 l'来宣言時間
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第31J葬ホヲイエの手lj爵実態と溝足裏

{場所選択}公演前の場所選択は、間公演を通じて、ホーノレ内の痔絡が60%前後であ

る(関3-2-3--2)。座席確保の灘自の飽に、パンブレット確認は着鹿の姿勢が認まれ

ることが影響しているとも考えられる。各公演の選択率の楚は、公演1の方が公演2と比

較し、鑑賞者が多く主主籍確保の必要があづたため、ホワイエ1*1の混み兵合が異なったため

と考えられる。休憩時間の場所選択は、荷公演を通じて、ホーノレ内に留まるとした沼答者

が70%を越え、休憩時間にはホール外へ移動しない傾向にある(溺3-2-3-3)。公

演後の場所選択は、雨公演を通じて約半分の鑑賞者が f夜掃するj と問答している(儲3

-2 - ~i 一刻。公演喜さから公演後を過して、露外テラスの利用は少ないこ とが分かる。セ

ンタ…内の他縮設は、公演後は公演説iの半分以下の利用となっており、公演終了時間が影

響していると考えられる。屋外テラスやセンター内の他瀦設での行為に関しては、第4章

で分析考察を行う。

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

1()揖

0% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20'詰

10% 

0% 

ホー)!-内 ホワイヱ 11外テラス セン11一向 ホー}J.，~守 ホワイヱ 援外子ラス セン告-l'l

健施t量 世主3寝室生

鼠 3・2・3・2公淡言者の場所選択(複数回答五f) !)gl3・2・3・3休憩時間の場所滋択(複数回答可)
80% 

7自同

60% 

50% 

40% 

30% 

20ヲ6

10% 

。%

ホワイエ 援外テラスセン告{内セン~-外 11帰
総銭鍍 偽B草書量

!)glB・2令 4公淡後の主義務選択(複数回答可)

{行為}ホワイエおよびホーノレ内で問答された14行為について、表3-2-3-1で定

義す拘る。 表 3-2・3・1行為の定義

行為

パンフレyト綾M!

会2蓄
アンケート[e]

喜義者書

ゲーム

携務官置2苦俊湾 II!濯を淘いて、遜言語、メー)1，.の殺3まや作成、付蔵して
メラ機能等を者雇用する行為。

時!ft震 仮E援をとる行為。
~，n苦被告草 座るmn智を選択し、鴛獲や荷物穫をによりE童保するffa。十
11苦楽祭賞 BGM以外の音楽を事事〈行為。
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第 3家 坊主ヲイエの手'lJ1i苦笑態h満足度

{ホワイエ内行為}位i答されたホワイエ内行為は、全部で 11行為あった。 fパンフレット

確認、j、f会話j、fアンケート部議:J、f読書j、f飲食j、fイベント情報確認j、fクロ…ク利

用j、f特iこなしj、f待機j、fゲームj、[携帯電話使用jである。公演訴に 9行為、休態待

問に 7行為、公演後iこ3行為の{亘!犠;が得られており、公演説と休憩時間に多機な過ごし方"

がなされている。

公演前、荷公演を通じて会話の選択挙が高いが、公演2では「読欝Jfイベントf斉報線認j

「特になしJr待機.1 rゲームj と、より多様な行為の授j答が符られた(髭13-2 - ~i-5) 。

休憩時間、荷公演を通じて30%前後が会話であるかまた、 f携帯電話使用jが特徴として

挙げられる。公演1で f飲食jの選択率が高いのは、ホワイニI二内の喫茶践が開いていたた

めと考えられる(劉3-2-3-6)。公演後では、「アンケ}ト問答jの選択率が高〈、

アンケートの内容から公演後の記入が努まれることが関係している(関3-2-3一打。

(※三重大学管弦楽部のアンケート内容に関しては、巻末資料に添付。)fアンケー!、路答j

はホワイエ内の杭やソブアをよ語いられる場合が多し、

80% -.叫…ー~一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 80% 

7雌: !書公渓伽別協公演2(n=27)I 7附

60%十一一一一一一一一一_._.-ーψ_...._._...… 一同町.._._ 60% 

% +_A均一十』 ーm 50%

40%匂%1--“一…一一一一…一一…一一……一
30% 

20% 

10% 

0% 句仙-，.品--，崎町"“、

関3-2・3・5公演説のホワイコニ内行為(複数居君主可)

80% 

70% j ・公演1{伶=141 録公演2(伶=11~

20% 

10% 

。%

i・公演1(n=26)吋 2日

密3・2・3・6{ヰ;態時間のホワイエ内行為

行為内容が待られていない。公演2でアンケ

ート内容を変更し、行為内容の回答を得た。
9% 

-，....白押嶋r-偽物?働時布引γ・柵ぬ守的側初回..，....--，-..，畑町四、--句、

図3・2-8-7公演後のホワイエ内行為
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第3章ホヲイエの利用実態と溝足農

(*…ノレ内行為}場所選択の前述により 、公演前と休憩、時間に、ホワイエよりホーノレで、持苦

手Eする鑑糞者が多いことが分かったのホーノレ内とホワイ;工二件!の行為の比較分析を行い、そ

れぞ、れの特徴を考察する。

!豆!答されたホール内行為は、全部で9行為で、あったひ?パンフレット確認j、「会話j、fア

ンケート@J答j、f読書j、「イベント清報確認、j、f特iこなしj、n経線j、f座席確保j、「管楽
鑑賞Jである。行為の穏額で比較すると、ホヲイニ1二内のみの行為が f飲食j、fクローク手!J

F詩人「待機J、fゲ』舗ムj、f携都議話使用jであり、ホール内のみの行為が守秘民Jr悲痛線

保jである。

公演前のホール内行為は、高公演を通じて fパンフレット磯認、jr会話jのj領で多い。 E主

席確保後、公演まで、にパンフレット確認を行い、曲目やEI!践の叡設について予習する欝壌

があると考える。パンフレットにアンケートとどラが挟まれて配布されているため、そち

らに興味をもち、「パンフレット確認、jに絞き fアンケート回答J fイベント情報確認jに

移行することがあり、特に公演2にその傾向がみられる。また、公演1では f泊三j帯確保J

の選択率が公演2より高くなっており、銀賞者数の楚や21紛おも使用可能であり座席選択

の範留が広かったことが影響していると考えられる。休憩時間のJt，~ノレ内行為は、両公演

を通じて fパンフレット確認Jr会話Jrアンケート沼答jが多い。

ホール内では、 f座席確保jの地に、「パンフレッ i、確認Jrアンケート部答Jrイベント

情報雑誌j としづ、鹿位での読む・書く，といった行為が主であることが特徴としてあげら

れる。ホヲイエ内では、ホール内では行えない「飲食Jf携帯電話使用Jfゲームj等の行

為が可議な他、公演前の「会話j比率が高いことが特徴としてあげられるc

80% 80% 

70% 
i.公演1(n=106)童謡公演2(n=64)

70% 
灘公演1(伊 127)録公演2(n=82)

60% 60% 

50% 50% 

40% 一 40% 

30% 30% 

20% 20% 

10% 2% 事長 2% 10% 

。%

国 3・2・3-8公護者前のホール内行為 ~13・2・3-9 徐慾持関のホーノレ内行為
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第3章ホヲイヱの-科用実誌と満足度

次に、マッピング調査により得られた、公演2のホワイエ利用実態について記述する。

【ホワイエ内行為}記録したホワイエ内行為は、全部で 14行為で、あった。アンケードで

は得られなかウたがマッピングで記録されたホワイエ内行為は、 fサイン確認Jfロッカー

使用Jr荷物整理Jr着衣Jである。マッピングでは記録されなかった行為は「イベント情

報確認Jr待機JrゲームJである。(※ fイベント情報確認jはピラがパンフレットに挟ま
れているため、「パンフレット確認j と判断がつきにくい。 f待機Jは他の行為と並行して

いる場合が多いため、判断がつきにくいc 小型ゲーム機を所有していた鑑賞者は観察され

なかったため、アンケートで得られた「ゲームjは携帯電話でされたものと判断する。)

まず、公演 Iでは、「クローク利用jの比率が高いことが分かる。また、「ロッカ一利用J

や fサイン確認J等、住席確保前に済ませるであろう行為がなされており、気分転換や交

流の要素がある滞在ではないことが分かる。次に、公演Hでは「クローク利用jの混みあ

いが軽減され、[会話Jr飲食Jr眺めるJr荷物整理」等の行為が増えている。休憩時間の

滞在は、 f会話Jが中心であり、 fアンケート回答Jf特になしJr携帯電話使用jの比率が

増えている。公演後は、鑑賞者同士や鑑賞者と楽団員の「会話jが増え、 fアンケート回答j

をクローク受付机やソファでする鑑賞者が増える。

80% 

70% 

60% 

-公演前1 ・公演前E
自体量車時間・公演後

50% 

40% 

j' _J .111..'.... 
pャ・命令川会日;明#tIAr 明々 唱々r'if_，5'f !!l M~i 1? s ~ .pi . 、 J 戸:J!.Ii' nC L)" .. Z ~~ 
..-J. 1i Ó 市~胃占~' }司iq
1 -<'i ~ () d- ベ'令

30% 

20% 

10% 
。也

同3・2・3'10ホワイエ内行為
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第3章ホヲイエの利用実態と満足度

{滞布人数と滞拘:位置分布}

時間男IJの滞存人数に関して、ゾーンAは喫茶j苫が開いていなかったため、調査時は終始

利用が少なかった。ゾーンBは、公演前と休憩時間では滞在人数が変わらないがi公演後

に約2倍滞在人数が増えている(図3-2-3-11)。公演前1、公演市iII .休憩時間、

公演後の滞在位置分布凶を図3-2-3-12から凶3-2-3-15に示す。特に、鑑

賞者が5人以上集中して滞在している位置を亦で示すG 公演前はクローク受付机付近に滞

在位置が集中しているのに対し、休憩時開はゾーンAで比較的分散しているc 公演後は滞

(E人数が多いため、さらに滞伝分布がゾーンAの中で分散されている。

120 I 
とと~
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aa守
弓

4 5 
10 9 

~ -. -....------，-J1.:li 
& 総合艶付E 山島骨i-嶋寸1.2

ロ」~竺引|♀ユ よ!む1コiいhf-Mぺ書仁，/tザ/ιノノ
~，一一

oJ ・ ~ \V
I ~ t ・

l IゾーンA I IIゾーンB I 
図3・2・1・1調査対象範囲と付属的要素の位置{一部抜粋)

100 ~ 

80 

60 • - 49 S3 50 ，_ 

ヨ

公演前I 公演111n 体重車時間 公演後

図8・2・3・11時間ijlJゾーン別滞在人数GZsぺ人数)

図3合 3・12公演前 I滞在位置分布 図3・2・3・13公演前E滞在位置分布

ロ

図3・2・3・]4休憩時間滞在位置分布 図3・2・3・15公演後滞在位置分布
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第3章ホヲイエの利用実態と満足度

n帯布位置と物的要素と姿勢]
ゾーンBは、ソファを利用した座位でのi帯夜がほとんどであることが分かる。ゾーンA

Jま、クローク受付机を利用した前かがみや膝をつきながらの滞在、ホ}ノレ扉領，IJの柱まわり

での立位による滞在が集中している。ゾーンごとのレベル差を利用した石盤調の段や穫も、

腰かけたりやもたれかかつての姿勢で、滞在されていた。

4i暢

ロ
噌.

付
4

{又
力
/ロ

「・

一ク 石盤調の段、壁

図3・2・3・16公演時のホワイエ内滞在付置分布
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第3章ホヲイエの利用実態と議足度

{ソブアの利用}

マッピングで記録したソファの手Ij沼について、ゾーンAのソファ Iに慢しては表:3-2 

-:3-2、ゾ}ンBのソファ lltこ関しては表3-2-3--3に示す(関 3-2-1-1参

照、〉。ソファ 1 (a'2) は休憩、時~号、公演後に利fH~容が高く、 5 分以内の鋭時間の利用がお立

ち、利用者の入れ替えが頻繁である。公j寅後iこは、アンケート回答鈎多様な行為を記録し

た。ソファロ(b-l)は、ソファ Iと比較し合計の手可用時間は少なく、 1人で利用、もしくは

2人での会話による利用が多い。ソファ IとソファEでは、利用目的や不可用時間に影響が

出ている。

ソファ Iの利用者負年齢層は、 10代30代40代の利用が最も多く、 50代以野手の利JTI

は少ない。ソファ Rの科用者年齢嬢は、 30代40代50代が多くなっており、時間によ

ってはソファがZきいている状況が際録していると考えられる。どちらにも共通するのは、

30代のソファ利用が多く、休憩時に座位が翠まれるであろう 60代以 kのソファ利用は

少ないことである。年齢層7JIJのソブァ数瀦足度に関Lては、 3-2-4満足度で示す。

表3.2-3・2ソブア Iの科}fjn寺簡と行為内容 表8・2令3ソファIIの李IJf百時郊と行為内容

25% 

10% 

5% 山田園 田園…山田隆一 S% 

。% l' ...--...-l......-~...r..--ω1 0%、

Jど全 必 ... ~ ;!:' ~ト εポト κや や A; 
級以r ザサ"ずぜ'サ， ~ ~V _~t 

cy，'" ~.Y' ~ ~ 

必. ~~ぷーふふ Aかぶa
，>V 勺. ，?V b>'ザ<OV ~V 

関3・2・3・17 ソファ Iの手IJ思考年齢層 ~3・2・3・ 18 ソファ ll O)利用者余年齢溺
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第 3章ホワイエの利用実態と満足度

3-2-4満足度

アンケート調査により得られた、ホヲイエの雰間気、広さ、ソファ数の満足度について、

分析考察を行う。

[it-ワイエの雰囲気}両公演を通じて、 fよくなしリの問答はなく、 60%前後の鑑賞者

が fよし¥Jrややよし、Jとしづ肯定的な評価をしていることが分かる。公演 1と比較し公演

2の方が評価がよいことから、ホワイエの混み具合が満足度に影響している可能性がある。

恒ょと、ーややよい・どちらともいえない・あまりよ側、.よ伽、.縦割

公演2

公渓1

4ト

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

図3・2・4・1ホワイエ満足度(雰囲気)

{ホワイエの広さ}公演1では公演2と比較して、 f広し、Jの比率が低く、「どちらとも

いえなしリ「やや狭し、Jr狭し、jの比率が高くなっている。鑑賞者数の違いによる、ホワイ

エの混み具合が影響していると考えられる。また公演1では2階ホワイニr駒も利用可能だっ

たため、 2階ホワイエの広さの評価が含まれていると考えられる。

-広い・やや広い・どちらともいえない・ややaぃ・接い・績回答

。% 20% 40% 60% 80% 1∞%  

関 3・2・4・2ホワイエ満足度([1;.さ)

{ホワイエのソファ数}ソファ数が f不十分Jrやや不十分Jと考える鑑賞者が、公横 1で
は24%公演2では36%おり、現在のソファ数、ソファの穂類(寸法、形状)、設置箇所、

配農等に不満足で、ある要因があると考えられ、検討が求められる。特に公演1では、否定

的な回答比率が肯定的な田答比率を上回っており、鑑賞者数に対し、ソファを利用できな

かった人が多かったと考えられる。

1・+分・やや十分・どちらともいえ郎、.やや不十分・不+分時図書!

公演2

E ・E ・-ー同遁箇議運公演1I 
+- 噌・

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

図3・2・4・3ホワイエ満足度(ソファ数)
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第3章ホヲイエの利用実態と満足度

3-2-5相関

鑑賞者の，属性問に相関が見られたものを以下に不す。

{年齢層と交通手段}公演2の場合Pearsonのカイ 2乗漸近有意確率が0.028であり、

双方に何らかの関係性が見られる。公演2では、 10代20代において様々な交通手段が

利用されているが、それ以外の年齢層では「京J、「電車Jの利用が中心であることが分か

る3 公演1では、公演2と比較し、どの年齢層においても棋々な交通手段が利用され、特

に f自転車・バイクJr徒歩Jで来た鑑賞者の年齢層が分散しているc
100% 

90% t 
80%令

70%十

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

。%t圃 Lr

100% p 

90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% + 

20% 

10% 

。%

-電車と徒歩

a電車と.

.U I:I1I1i.'パイヲと徒歩

..車と自転車・パィヲ

・電車と者?シー

・電車とパス

-徒歩

町自転車・パイヲ

.~ヲシー

-パス
慢でをきそそでそ暑さそ

J S A手占字幅? <l亨~" R 司F そをそ司さそそでそ 1・‘
~高~ o!j守 4雪辱長~ ..{き 4ま

() 
同

-電車

左:公演1(n=158) ゐ:公演2(n=108) 

図3・2・5・1 年齢層と交通手段のクロス図

{年齢層と来館人数】公演2の場合 Pearsonのカイ 2乗漸近有意確率がO. 000であ

り、双方に何らかの関係性が見られる。公演2では、年齢層が若いにつれて、 1人での来

館が減り、 3人以上での来館比率が高くなる傾向にある。50代に2人以上が多いのは、

前述にもあるように、夫婦での来館が多いためである。公演2においては、 40代から 8

0代にかけて、 3人以上の米館比率が高く、家族での米館が関係している。

100% 

90% + 

80% ~ 
70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 
。%

100% ' 
90% • 
80% 
70% ト

60% + 
50%φ 

40% .. 

30% t 

20%す

10% t 
0%ゐ

_5人以よ

圃4人

・3入
園 2入

信 1人

安全長・安企会堂'会e !!t:主主主主主主主
ぞ‘ .ι 司、 v

~ず'す~ "，-句)' ，，-ザ
白
恥V

右:公演 1(n=153) 左:公演2(n=106) 

図3・2・5・2 年齢溺と来館人数のクロス図
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第3章ホヲイヱの利用実態と満足度

今回の調賓では、行為内容と鑑賞者の属性聞に何らかの関係は見られなかった。公演2

では、頻度と来館時間に強い相関があり、 Pearsonの相関係数がO. 739であったc 来館

頻度が高い程、来館時聞がifl.い傾向にある。他の2変量の相関は、非常に弱し、相関もしく-

ばほぽ無相関のどちらかであったの

ホワイエの満足度と相関が見られた属性に、年齢層と来館頻度と来館人数があげられる。

{年齢層とホワイエの雰顕気の満足度}公演 1の場合Pearsonのカイ 2乗漸近有意権率

がO. 035であり、双hに何らかの関係性が見られる。公演 1では、どの年齢層におい

ても「よしリめ同容が4i!i1Jを超えている。'しかし、年齢層が高くなる'につれ、 fややよし、j

fどちらともいえないjの回答が増える傾向にある。公演2も、同様の傾向が見られ、「や

やよくなし、j とし、う否定的な回答を 50代以上から得ている。
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1訟~ぞ安全会会安全
部守守司、F 守宮町。直

左:公演 1匂=158) 右.公演2(n=lぬ)

函3・2・5・3 年齢層とホワイエ満足度(雰翻気)のクロス国

{年齢層とホワイエの広さの満足度]公演2の場合Pearsonのカイ 2乗漸近有意確率が

O. 010であり、双方に何らかの関係性が見られる。また、 Pearsonの相関係数がO. 3 

35であり、非常に弱い相関が見られる。公演2では、年齢層が高くなるにつれ、「広いJ

の回答が減り、「やや狭し、Jの回答が増えているの公演1では、 10・20・30代と 60・

70代はそれぞれ似た比率となっているが、 40代50代では「やや狭しリの回答が多く、

評価が低い年齢層となっている3

100% 

90%十

80% 

70% 

:~~ tl量官官署-官官骨
50% 

40% 

30% • 

20% 

10% .. 

。%

1∞% 
90% 

80% 

70% 

60% 

50% 

40% 

30% 

20% 

10% 

。%

圃狭い

ーやや狭い

ーどちらともいえない

・やや広い

置広い

黄金会合会合会会会
2堅守守考ギ守fQ ，，~ 'o 

"，" 
「

i令交まあま'公安交交'公
平ず'ずのr 、>' "'~ fQ ，，~ 'o 

左:公演 1(n=158) 右:公演 2(n:::ω)

図3・2・5・6 年齢層とホワイエ満足度(広さ)のクロス図
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第3寧ホワイエの利用実態と満足度

{年齢層とホワイエ内のソファ数の満足度}公演2の場合Pearsonのカイ 2乗漸近有意

確率がO. 0'-18であり、双方に何らかの関係性が見られる。公演2では、年齢層が高く

なるにつれて、「やや不ト分Jr不十分j というた否定的な回答が増える傾向にある。年齢

層が高いほど着庄が望まれることが影響していると考えられるι マッピング調査によると、

60代以降の高齢者のソファ利用が少なく、 f不十分jの回答比率が高くなっている内また、

実際は30代40代によるソファ利用が多かったが、 30代40代においても fやや不1

51 J r不十分jの回答比率が高い9 ソファを利用したものの、混雑しており望ましくない利

用状況であった可能性もあるι 公演1では、年齢層により比率に差があるが、 10代を除

き「やや不十分Jr不十分Jといった否定的な回答が3割以上見られる。
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友.公演1な1'=158) 右:公演2(n=89)

図3・2・5・7 年齢層とホワイェ満足度(ソファ数)のクロス図

{来館頻度とホワイエの雰閤気の満足度]公演2の場合Pearsonのカイ 2乗漸近有意確

率がO. 007であり、双方に何らかの関係性が見られる。公演2では、来館が頻繁なリ

ピーターにつれ、 fよし、Jの比率が低く、 fどちらともいえなし、Jrややよくなしリの比率が

高くなる傾向にある。公積1では、 fよしリの比率は横ばいであるが、「ややよいJrどちら

ともいえなしリ「ややよくなし、jの比率が変化している。
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左・公演 1(n:::163) 右:公演2(n=64) 

図3・2す 9 来館頻度とホワイエ満足度(雰混気)のクロλ図

附人 γ人'f~， 

29 

1f"  



第3章ホヲイエの1利用実態と講足度

3-2-6レイアウト

公演2のホワイヱのレイアウトと、施設スタップへのヒアリングにより得た他公演のレ

イアウトパターンを図3-2-'-6-1に示すC

公演2のホワイエのレイアウトは、 1重大学管弦楽団によるものである。一重県文化会

館のリピーターであるため施設利用に慣れており、レイアウトも国定{じされていると推測

されるG

他公演のレイアウトでは、公演2のa-1部分に開様に長机を配置し、ピラ採取等に用いら

れることが多い。公演2の総合受付部分は、問慌に受付やクロークに利用されることが多

い3 また、パンフレット販売やグッズ販売は、段差前やロッカー前に長机を配霞して行う

場合が多い。ただし、ロッカー前に長杭を配置する場合は、その部分のロッカーを使用し

ないことが前提となる。その他、鑑賞者が多い公演では、ホワイエ外に長杭を配置してチ

ケットもぎりを済ませることで、ホワイエ人口付近の混雑を防ぐ対処がなされている。

以上より、公演2は他公演のレイアウトパターンに沿ったレイアウトであることが分か

る。ピラはパンフレット内に挟まれているため、ピラ採取の長机は配置されず、付属的要

素の少ない公演であった。

ロ

c-l，3 

o ~1，2 

t霊外事聖位

ピラ採取

ピラ採取

パンフレクト販売

グッズ綴売

サイン会

クロ叩ク

受付

チケァトもぎり

図3・2・6・1 公演2のレイアウトと他公演のレイアウトパタ}ンとの対応
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3-3三重県文化会館小ホールホワイエ利用実態

3-3-1調査の概要

第3章ホヲイヱの利用実態と満足疫

【調査対象範囲} 二重県文化会館小ホールのホワイエである。調査対象範囲について、

関3-3-1-1に示すc 常設の付属的要素は、 'ソファ、オブジヱ、ドラの入ったカタロ

グスタンド、簡単なカフェコーナーになりうるコの字型ハイテープ、ノレである。

[c sの特徴]駐車場と隣接している点、ホワイエの面積が l人あたりし 00(nf/ 
人)であることがあげられる。

{調査対象公演}第七劇場の fかもめJ(以下、公演3)である。公演3は2日間にわ'た

って上演されているr 初日は、 2010年J2月11日で 18時15分にホワイェ開場、

1 8時40分にホール開場、 19時に開演である。 2日目は、 12月 12日で13時15 

分にホヲイエ開場、 13時30分にホール開場、 14時に開演である。

{調査万法]公演初日に観察調査、後日に三重県文化会館の担当スタッフに対してヒア

リングを行ったc 観察調査は、公演出J、休憩時間、公演後に行い、鑑賞者の属性、鑑賞者

と劇団員の滞在作農分布、行為に影響を及ぼす物的要素について、観察した。ヒアリング

調査の内容は、初日と 2日目で家具レイアウトが変更されており、家具レイアウトの意関

と変更の経緯についてである。

{留意点1第七劇場による fかもめj公演は、初演を2007年に学習院女子大学、 2
回目を2010年に名古屋千種小劇場で、行っており、調査時が3回目の公演である。鑑賞

者の中にリピーターがいることが考えられる。また公演3は上演のみでなく、 3日間ワー

クショップ→ワークショップ公演→プレトーク(後、ティーパーティー)→公演3 (1 [1 

目)→アフタートークというスケジュールになっており、複数のイベントに参加する鑑賞

者が1.:、た。

，亀
ゅ 4

E 
菅

よ1

1 1、

いー一措置世PAT4fE 
図3・3・1・1 務主主対象範囲(※常設家具のみ記載)

3-3-2鑑賞者の属性

鑑賞者数は、 1日fl140人前後、 2t:i自160人前後である。年齢層は幅広く、ワー

クショップに参加した学生、高校演劇連盟に所属する高校生等、 10代20代も確認した。
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第3章ホヲイエの利用実態と満足度

3-3-3過ごし方(公演1日目)

{滞在人数と滞在位置分布}公演前、ホワイエ開場時聞からホール開場時間まで25分

あり、その間ホワイエが混雑した(写真3ー 3-3 1)。通常ホワイヱ開場時間とホール

開場時間の差は15分間だが、公演3では公演前にパフォーマンスがあったため、ホーノレ

開場を 10分遅く設定していたことが影響している。休憩時間は、上演中にはなく、終演

とアフタートークの関に5分程度あり、帰宅やトイレ等の休憩を目的にホーノレを出た鑑賞

者は20人程度と少なかった。アフタートーク後は、出演者がクローク横に並んでおり(写

真3-3 -3 -2')、出演者や主宰のまわりに鑑賞者の滞在位鐙分布が見'られた。 15分以

上滞在した鑑賞者には、打ち上げの告知がされ、希望者は施設スタッフに誘導されて、 IJ、

ホール裏のワークショップ宝に移動した。

{ホワイエ内行為}公演前、「会話J、「挨拶j、fパンフレット確認、Jr展示物確認、J、「ピラ

採取Jr携帯電話使用Jの行為が見られ、 Fパンフレット確認Jや f会話Jが中心である。

休憩時間は、「トイレj、主宰に f挨拶J、「展示物確認、J、途中で帰る「通過jの行為が見ら

れた。この問、施設スタッフと主宰はUSTREAM配信の準備をしていた。アフタート

ーク後は、公演前の行為に加えて、「グッズ購入j、「アンケ}ト回答J等の行為が見られた。

写真3・3令 1公演前混雑時のホワイエ利用状況 写真3・3-3・2公演後のホヲイエ利用状況

3-3-4レイアウト

ホワイエのレイアウトが施設スタッフにより変更されることは、 2H問公演のある演劇

部門においてであり、自主事業に限定される。 1日目と 2日目のホワイエレイアウトを図

3-3-4-1、関3-3-4-2に示す。両日を通じて、備え付け備品以外の貸出備品

が利用されており、公演3は備品が多いケースだといえる(表3-3-4-1)0 1日目か

ら2日目の変更点として、入口付近に当日券売場の設置、クロークとショップの分離、受

付の机配置、ポール設置、ハイテーブルヱリア排除(中ホールに戻す)があげられる。変

更理由には、前述の初日のホワイエの飽和状態があげられ、当日券をホワイエ外で販売す

る、最も混雑が見られた受付部分において、チケットもぎりと整理券・パンフレット配布

を分ける、ポールを設置し列がっくりやすいよう誘導する等の工夫がされている。まるい

ハイテープ、ルは普段中ホールに常設されているものであり、プレトーク後ティーパーティ

ーがあった関係もあり、本公演では貸出されていた。
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第3章ホヲイエの利用実態と満足農

表3:3・4・1 公演時の付属的要素
日程 備品 設置数 備え付け 曾出

長机 10 5 5 

|折りたたみ織子 5 5 

18自
ハンガーラック 2 帰 2 
ボード 3 3 
T~型看~ 2 - 2 
ハイテーブ)1" 3 3 
|長者l 11 5 6 
|折りたたみ緒子 s 5 -

2813 
ハンガ一号リ今 2 - 2 
Ilt{-ド 3 3 
T傘型理t~霊 2 ー 2 
ポール 10程度 10程度

υ υ 

。亡二二ごIr.

ソファ
-
V
 

0
4
 

0
守、

t
川
陽

司
ら

剖)
制…

?
前

ロ
国3・3・4・1 公演 1日目のホワイヱレイアウト

UI 汁廿L斗 II 11 I I I I I Iト」丁丁円
「γγTl--fiTTTlTTTllト-fγTTl
r明「守"守司、 a ・E “ ・.....，..，..，... r寸司，マ一、

口
図3・3・4・2 公演 21313のホワイエレイアウト
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第3輩ホワイヱの利用実態と満足度

3-3-5ホーノレ織品の利用方法

施設利用の$し込みや婚品の利用は、施設利用サーピスセンターの管轄である。 I事し込

みからj窓設利用まで、の流れは、〈む利用おの1年前にあたる月の初日から 14日前までに、

申し込みをする→@支払いを済ます→③予約時もしくは使潟の1カ月前から2週間前にすf

合せを行う→@利用当日に、鍵の受け取り、となっている。①に関して、希望ー者が多い場

合は、 1年前にあたる月の初日にサーピスセンターにおける抽選により決定する。また、

思・県・市町村の公共機関が主犠または共撰する事業(擁設の自主事業を会む)は、 2年

前からの先行受{すがi1J能である。③に関して、打合せでの議認事項は、タイムスケジュー

ノレ・舞台レイアウト・織品の利用、ロビー、楽屋の利用方法・入場方法・入場料・当自券 ー

等の確語審・危険物等の禁止行為の有無である。錆品の利用i士、各ホールの主催者・擁護に備

え付き備品がある説明を受けた後、さらに鋳品を希望する場合は備品台帳に記入を行う。

備品は蒸本的に先議!艇であり、上限は毛11100本椅子300脚である。各ホーノレの備え付

き織品のジストを表3-3-5-1に示す。大・ Ij、ホ…ノレの備え付き備品の説明に使われ

，る資料を凶3-3-5-11こ示す。ホヲイニ1二やロビーの家具レイアウトに関して、全盟大

会等のリピーターではない公演の場合や希望があった場合のみアドバイスを行う。@に隠

して、利用当日に擁設スタップが避難経路として動線が確保されているか確認し、家具が

動線の妨げになっている場合は、家具レイアウトのアドバイスを行い、家具を移動する。

34 

表 3・3・5-1 備え付け備品

著書毎 督官級 大ホール 小ホー}J.，.

A どンクボード{大} 2 

8 どンクボード(/1、) 3 

G 
キャスター付

市 1 
ホワイト。T字護者板 3 凶.

E サインスタンド(/)¥) 5 3 

F 祭事i 8 5 

G 折りたたみ綾子 10 5 

N 会E革

図3令 5・1 備え付け鱗JA貌s)3用車寄:科

よ:大ホーノレ 左上からA，B，D，E，F，G，H

下:小*~ノレ 左iこからC，E，F，G，H
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第3章ホワイエの利用実態と満足度

3 -4-1ヒt市文化交流センター中ホーノレホワイエ利用実態

3-4-]調査の概要

{調査対象範凶}北上市文化交流センター中ホーノレのホワイエである。調査対象範聞に

ついて、図3 4-1-1に示す。

[c sの特徴}日常的にー般開放されている点、ホワイエから練習室群に視界が開けて
おり、見る見られるの関係がある点があげられる。特にアンサンプルルーム l、アンサン

ブ、/レルームEはホワイェに面して配置されており、公演時も利用されていた。

{調査対象.公演}コンソナンスの「韓関楽器のための伝統・現代音楽コンサ-l... J (以下、

公演4)である。

{調査方法}マツヒ。ング調査を行ったq マッピング調査は、 lセット 15分間として、

公演前2回(以下、公演前 1、公演前II)、公演後 1回行い、鑑賞者の属性、滞在行為、滞

在位置、行為に影響を及ぼす物的要素について、調査票に記録した。

【留意点}公演4の鑑賞者数は30人前後であり、鑑賞者数が少ない公演の 1事例であ

る。

口

ロ

ロJ1.1'l "'-J
11 レ忽為""~スニ，"
11"'-'" U-.tl 
11 ， I I I 11 

図3・4・1・1調査対象範囲
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第 3章ホヲイヱの利用実態と満足度

3-4ー 2鑑賞者の属性

マッピングにより、ホワイエにおける滞在者を29人確認した。性別は、女性の方がや

や多い比率であった(表3-4-2-1)。年齢層は40代が最も多く、次いで20代30

代となっている。 20{i;30代に関しては、出演者の年齢層と近く、出演者の知り合いが

いたと考えられる。また、公演内容から日本人以外の鑑賞者もおり、国際色豊かであった。

60% 

SO% 

40% 

30% 

20% 

10% 

。%

男性 女性 不明

図3す 2・1 ホワイエ滞在者の性別(述べ人数)

45% 

40% 

35% 

30% 

25% 

20% 

15% 

10% 

5% 

。%

10代 20代 30代 40代 50代 不明

図3・4・2・2 ホワイエ滞在者の年齢層(述べ人数)

3-4-3過ごし方

【ホヲイエ内行為】「会話j、「案内板確認J、「パンフレット確認jを記録した。公演前のホ

ワイエ滞在者は、公演前Iで7人、公演前Eで4人と少なく、受付を済ませてすぐホーノレ

に入る傾向があった。公演後には半分程度の鑑賞者がホワイエに滞在し、「会話j をしてい

た。また、出演者が鑑賞者の「会話Jに加わり、積極的にコミュニケーションをとる場面

が見られた。

【グループの滞在人数]2人グループ、 3人グループをそれぞれ5組記録した。公演後に

は7人で輸になった滞在や、グループに出演者が加わった滞在が見られた。

会舘 案内板確認 パンフレット確認

図3十 3・1行為割合

【滞在行為と関係する物的要素】

ホールの出入口付近の壁面沿いや手すり付近での「会話jが見られ、ホワイエが混雑し

時
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1人 2人 ヨ人 5人以上

図3十 3・2 グループの滞在人数

ていない場合、壁面や手すりに近づいて会話していた。「通過jにおいても、ホワイエの中

心ではなくやや壁面沿いを通る傾向にあった。その他に、案内板前での「案内板確認Jが

見られた。尚、ガラス面沿いのテーブルの利用はなく、掲示板のポスターを確認した鑑賞

者はいなかった。
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第3章ホヲイエの利用実態と満足度

3-5第3章のまとめ

2施設における、 4公演について、公演時の場所選択、ホワイエ内行為、滞在位置分布、

行為に関係する物的要素を分析考察したことで、 4公演における共通点、相違点が見えた。

以下に、それらをまとめ、本章のまとめとする。

【鑑賞者の属性]公演内容が、鑑賞者の属性に関係していた。

公演1 :保護者、友人等の顔見知りの鑑賞者が多い。

公演2 :公演2と同様に顔見知りの鑑賞者が多く、大学関係者の比率も高かった。

公演3 :幅広い年齢層であり、高校生や大学生の鑑賞者も確認された。

公演4 :鑑賞者数が30人前後と少なかった。 20代から50代の鑑賞者であり、公

演内容から外国人の鑑賞者もいた。

【場所選択}公演前は、ホールに入れる状況であれば、ホール内で過ごす鑑賞者が多い。

公演後は、出演者や関係者がいる場合、ホヲイエに残る傾向にある。

公演1・2:公演前後ホール内で過ごす鑑賞者が多く、ホワイエで過ごす鑑賞者は少なし
結果となった。公演後は直帰する鑑賞者が多い。

公演3 :公演前は、ホール開場までは、ホワイエ内で過ごす鑑賞者が多い。公演後は

ホワイエで出演者や主宰を囲む滞在が見られた。

公演4 :公演前はホール内で過ごす鑑賞者がほとんどである。公演後はホワイエで出

演者を囲む滞在が見られた。

【ホワイヱ内行為]r会話Jが中心である。公演前は「パンフレット確認J公演後は fアン
ケート回答Jする流れがある。休憩時間は「携帯電話使用Jr飲食Jとホール内では行えな

い行為を目的として、ホワイエに移動する鑑賞者がいる。ボードによる展示やピラの入っ

たスタンド等、何か仕掛けがあると、それに反応する鑑賞者がおり、ホワイエ滞在が誘発

される。

公演1・2: r会話Jが中心である。公演前と休憩時間に多様な行為が確認された。公演
前は開演15分前までは「クローク利用Jrロッカ一利用Jrサイン確認j等

を済ませる鑑賞者が多く、開演15分前から開演までは「会話Jr飲食j等

の休憩の要素がある行為が見られる。休憩時間は f携帯電話使用Jr飲食j、

公演後は「アンケート回答jが特徴としてあげられる。

公演3 :公演前は多様な行為が確認され、「パンフレット確認Jr会話Jが中心であ

った。ボードの展示物に興味を示す鑑賞者もいた。公演後は公演前の行為

に加えて、「アンケート回答Jrグッズ購入Jがあった。

公演4 : r会話jが中心であり、「パンフレット確認jはホーノレ内でされていた。
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第3章ホヲイエの利用実態と満足度

【滞在位置分布]ホワイエが段差や形態でゾーンに分けられる場合、どちらかに滞在位置

分布が偏る可能性がある。また、物的要素や公演前か後かといった時間に関係して、滞在

位置分布は異なる。

公演2 :喫茶庖の営業がしていなかったことにより、ゾーンBに滞在者が少なく、ゾ

ーンAに多かった。ゾーンBはソファ、ゾーンAではクローク受付机周辺と

ホール扉側の柱まわりに滞在位置の分布が見られた。時間ごとに、滞在位置

分布に違いが見られた。

公演3 :ホワイエは長方形のシンプルな形態であり、全体的に飽和状態であった。

公演4 :ステップホワイエは利用されなかった。ホワイエ内に滞在グループが点々と

しているが、出入口付近の壁面沿いや手すりに近い場所に分布がやや偏って

いた。

【行為に関係する物的要素]公演2公演3に共通して、ソファの利用は頻繁であり、「パン

フレット確認Jrアンケート回答Jr荷物整理」等、座位が望まれる行為と関係している。

公演3では、他の公演と比較して付属的要素が多く、それらに関連した行為による滞在が

多い。公演4はテープノレ等の付属的要素は利用されず、建築的要素のみが行為に関係して

おり、多様な行為は見られなかった。

:ソファとテープル、クローク机、座席案内図、灰皿、柱、段差、ホーノレ扉

:ボード、テーブル、カタログスタンド、ソファ、ハイテーブル

治演4 :壁面、手すり

【ホワイヱの満足度1年齢層や来館頻度と関係する。三重県文化会館大ホールの場合、ホ
ーノレ機能の充実により、ホワイエの面積は狭いが、ガラス面や吹抜け等の建築的要素によ

りカバーしていると考えられる。

公演1・2 :雰囲気、広さに対する満足度が高い。大ホールのホワイエは、全階使用さ
れる場合O. 40 (ぱ/人)、公演2のように3階席とホワイヱ2階が使

用されない場合、 O. 3 7 (ぱ/人)であり、狭いにも関わらず、肯定

的な意見が多く、ガラス張りや吹抜けの開放感や明るさ感等が影響して

いると考えられる。ソファ数に関しては、不十分と感じる鑑賞者もおり、

年齢層や来館人数と関係していた。
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第4章練習室まわりのコモンスペースの利用実態

4-1本章の目的・方法

4-2三重県文化会館リハーサル室まわりのコモンスペース利用実態

4-3北上市文化交流センター練習室まわりのコモンスペース利用実態

4-4第4章のまとめ
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4 - 1本章の円的・方法

4-1-]目的・};法

第4章掠習室まわりのコモンスペースの利用実態

本章では、練習室及びリハーサル雫まわりのcsを対象とする。マジピング調査や観察
調査により、活動者や施設利用者の属性、滞在行為、滞在行為に関係するcs内の物的要
素を把握する。場合によっては、滞在行為に関係する動線についても把握するc また空間

的特性の異なる 2施設問において、比較分析を行う。以上によって、活動者や施設利用者

の特性、練習室まわりのcsにおける場の特性を分析・考察することを目的とする。

4-2ζ重県文化会館リハーサ/レ室まわりのコモンスペース利用実態

4-2-1調査の概要

{調査対象範囲]三重県文化会館の第 1・第2リハーサ/レ室前のcsである。 csに調
査対象範囲と物的要素について、図4-2-1-1、表4-2-1-1に示す。

【リハーサノレ室}第1リハーサノレ室はグランドピアノの備えやフローリング床により音

楽利用、第2リハーサル室はリノリウム張り床によりバレエやダンスの練習に適している。

【csの特徴i施設スタッフ、小ホール・ギャラリー等の利用者が通過するスロープが
隣接している点(写真4-2-1-1)ふリハーサ/レ室活動者等が使用するトイレと自動販

売機がある点、吹抜け空間であり見上げれば大ホーノレホワイエに視界が開けている点(写

真4-2-1-2)があげられる。

{調査日程]リハーサノレ室利用と小ホーノレで講習会があった2011年1月20臼(以

F、調査1)、リハーサル室利用と大ホーノレで公演があった 201 1年 1月23日(以下、

調査2)である。調査日の施設全体の利用スケジュールを表4-2-1-2に示す。

{調査方法}調査 lでは9:00から 22:00まで、調査2ではリハーサル室の利用

が見られた9:00から 19:00まで1セット 15分間で、連続してマッピング調査を

行った。記録内容は、利用者の属性、滞在行為、滞在位置、行為に影響を及ぼす物的要素、

利用者間の接触、 cs内の動線、 csに隣接するスロープの通過者人数についてである。

写真4-1・2・1CSと憐接するスロ}プ 写真4-1・2・2 CSから見る大ホールホワイエ
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第4章練習室まわりのコモンスペースの利用実態
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第4章練習主主まわりのコモンスペースの利用実態

表4-2-1-2 絡設全体;の手11ff:jスケジューJレ

量~2リハーサル塗

18:00-22:00 

9:00-17:00 小*-)レ

9:00-17:00 I ， ~事1 ・ 3事2ギャラリー

13:00-17:00 I 第11)ハーサJf，塗

9:00時19・00 ~21)1、ーサJl-愛

Hl238 
9:00-22:00 大*-Jf，(主総資2)

9:00-17:00 1)、*-JL-

9:00四 17:001 第1 ・ ~2ギャラリー

全土xダンス
F*~霊会ダンスサークルJ
体主義教皇室

4-2-2施設利用者の属性

{擁設利用者の属性1c sにおいて見られた、施設利用者の属性について、性男IJを関4
-2-2-1に、年齢層を図4… 2--2-2に示す。11:53IJに関して、調査1ではほぼ男女

比に偏りはない。ノトホールで行われていた危険物取扱保安講習会受講者の男性比率が一高か

ったことが影響していると考えられる。調査2では、女性の比率が潟くなっており、大ホ

…ノレで行われていた管弦楽団定期演奏会の鑑賞者の男女比率等が影響しているとも考えら

れる(去年の定期議奏会時の男女比率、図3-2-2-1公演1参考)。生手齢層に関して、

調査1では30代の比率が32%と高くなっており、体操教室の和久和久倶楽部の活動者

の年齢層等が関係している。 30代は、幼児の母親であることが多く、 15分ごとにカウ

ントされる回数が高くなっている。また、危険物取扱保安講習会を受講者の年齢震にも際

係していると考えられる。調査2では、調査1と比較して10代から 60代において年齢

賜に大きな偏りは見られない。

!柑査1(n=4お}舗劉資2抑制)

6ωも

50% 

以】%

30% 

20発

10% 

。%

E男役 女性 不明

関4贋2す 1線設利用者の性別(述べ人数)

35% 

30% 

25% 

20% 

15% 

10% 

5% 

。%
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第4章練習室まわりのコモンスペースの利用実態

【活動者の属性】活動団体の概要について、表4-2-2-1に示す。三重県文化会館

施設スタップへのヒアリング、三重県文化会館のHP記載の情報等を参考にしている。活

動者の性別に関して、和久和久倶楽部と健康体操レモングラスに関しては、ほぽ女性であ

る。津商工会議所青年部元気玉太鼓は男性が中心である。

表4・2・2・1 活動団体の概要

活動団体 人数 年齢層 頻度

木曜会ダンスサークル 30-50 5か8併t 遇1

和久和久倶楽部 20 30代 不定期(月2)

健康体操レモングラス 25 40代 週1(1月から3月、9月)

津商工会議所青年部元気玉太鼓 15 20-30代 不定期

サンデーダンススクール 30-50 5か60代 週1

新日本フィル演奏クリニック 1-5 10-2Oft 週2(1月から3月)

4-2-3過ごし方

【行為】確認された行為内容は、調査1で22行為、調査2で19行為である。新たに用

いる行為の名称について、表4-2-3-1で定義を行う。尚、 f通過j行為は、「通過jr通

過 1j r通過2jに分けてカウントする。両調査を通じて見られた行為は、「通過jr通過 1J

「通過2J r会話JrトイレJrイベント情報確認Jr荷物整理Jr遊ぶJr読書Jr目視Jr更

衣Jr携帯電話使用Jr自販機利用Jr扉開閉Jrロッカ一利用Jr掃除Jr特になしJr貼るJ

である。調査1のみ見られた行為は「飲食Jr捨てるJr搬入出」、調査2のみ見られた行為

は「待機jr睡眠jである。「飲食Jに関して、調査 1のみ昼食や夜食をとる行為が見られ

た。両調査を通じて「自販機利用jは見られたが、購入後すぐcs内で飲み物を飲む行為
は見られなかった。 f搬入出jに関しては、津商工会議所青年部の和太鼓の搬入出である。

「待機Jに関して、公演前にcs内のトイレを利用する鑑賞者が多く、付随者の f待機j
行為が見られた。「睡眠jは、 1人によるものであり、日常的に見られる行為であるかは定

かでない。

表4・2令 1 行為の定義

行為 内容

通過 リJ、ーサル室活動者以外の施設利用者がcs肉を移動する行為。
通過1 リハーサル室1活動者のcs聞を移動する行為。
通過2 リJ、ーサル室2活動者のcs聞を移動する行為。
荷物整理 荷物を整理整頓する行為。

遊ぷ オブジヱのハンドルを動かす、走りまわる、贈れる等の行為。

目視 施設案内図、スタンド、絵画、リハーサル室等を眺める行為。

更衣 服や靴を着衣、着脱する行為。

自販機利用 自動販売機で飲み物を購入する行為。

扉開閉 リJ、ーサル室の扉を開閉する行為。

掃除 施設スタッフがトイレ及びリJ、ーサル室内の掃除

捨てる ごみ箱にものを捨てる行為。

搬入出 楽器、備晶等を搬入、搬出する行為。

貼る リJ、ーサル霊前のスタンドに紙を貼る行為。
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第 4章練習室まわりのコモンスペースの利用実態

{行為数}調査1では、 13時間のマッピングの中で726行為が確認、され、調査2では、

1 0時間のマッピングの1fTで785行為が確認されたc 調査1と比較して、調査2は大ホ

ールにおける定期演奏会の鑑賞者の f通過Jr目視j等が多いことが影響していると考えら

れる。

向調査を通じて、「通過jによる一時的なcs利用が多いことが分かる。 f通過j による

一時的なcs利用から、 f会話Jr問視Jiイベント情報確認、Jr遊ぶJf待機Jといった短時
間の滞在行為に移行する可能性がある。また fトイレJi自販機利用j のように、予め革Ij煎

目的をもって滞夜している擁設利用者が多い。

調査1では、危険物取扱保安講習の講習者による休憩時の f自販機利用j が多い結果と

なっている。調査1では、第2リハーサノレ室の利用が3間体であったため、 f通過2jが多

い結果となっている。

f会話Ji土、 fi遭遇j等越の行為と1河時に行われることが多く、特にジハーサノレ案の活動

前後、講習や公演前後に多く見られる。 fイベント情報確認jは、 一部の通過者がスタンド

高官で足をとめてピラを確認する様子が見られる。 f荷物整理Ji更衣Jrロッカー利用j は、

活動者において見られる。「ロッカー利用Jは一部の団体が、般等の荷物を入れており、利

用が習慣イヒされてし、るようである。 f遊ぶjは2""'6議程度の子どもに晃られるものであり、

ハンドノレと連動してまわるオブジェを潟いた遊びが最も多いっ r~被j は、海設案内留を確

認する施設利用者が最も多く、メインエントランスからの動線ではないため、大規模施設

において迷いが生じるものと考えられる。また一部、ジノトーサノレ識の活動が番かれたスタ

ンド、総額、壁のパネノレ嬢示に興味を示す通過者が晃られたοf議開閉jは、活動団体の代

表者の入室から30分前後、活動者がある程度そろうまで片方の扉を開けておくものであ

り、習慣化されていると考えられる。
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第4章練習窪まわりのコモンスベースの利用実態

{行為と物的要素}

f会話j は、ソファや碕子を丹jいた鹿イ立での l会話jや、柱やリハーサノレ!選前の壁面に

沿った立伎での f会話j、階段の踊り場における立役での f会話jが見られたG

連続して物的撃さ素が使われる例として、カタログスタンドでピラを採取して、ソファ

における控位での fイベント情報機認jがある。また、ロッカ』カミら荷物をとりだして、

床に巡っての 「荷物整理jや、椅子・テ}ブ‘/レやソブアをFおいたj皇位での「待物整理Jf更

衣jがあげられる。

複数の物的!挺素が影響する行為として、 f遊ぶJr路線jがあげられる。「遊ぶji立、オブ

ジェのハンドノレをまわして f遊ぶi、cs内やスロープを;造って f遊ぶj、手すりにぶらさ
がって f遊ぶj、柱に隠れて f遊ぶjの4種類が見られた。「問視jの対象物は、施設案内

問、オブジェ、スタンド、リハーサノレ室内、絵画、パネル展示である。対象物の前での立

位、階段の織り場で手すりにもたれての立伎での f段視jが見られた。

椅子やソファを用いた座位が~ましい行為に、 f読書J i飲食jがあげられる。

以上より、現状の評価すべき点として、カタログスタンドを挟んだソファの配盤、ロッ

カ}と椅子・テ…ブ、ノレやソファの近い配蜜が有効に利用されてし、ること、「目視jする要素

が多くあることがあげられる。

{滞在時間}

調査時に記録された擁設利用者のcs滞在時閣について、図4-2合 3に示す。調査し調
査2でcs滞在‘時間に楚はほぼ見られない。荷調査時を混じて、 r1分米満jが6害j稼度ーで
あり、これは通過するのみの滞在やトイレの利用による滞在によるものである。また15 

分以上の滞在者は、2調査に共通して2人しかおらず、 15分以上滞在することはまれで

あることが分かる。 r1分Jr 2分Jr 3分jは、トイレや自動販売機の利用による滞慌が多

いc r 4分j以上になると、通過に加えて、会話等の複数の行為が見られる滞在である。 r遊

ぶJr飲食Jr会話Jr携帯電話使用jの行為において、 10分以kの滞症が得られた。滞在

時間からも、施設側の指導に沿ったかたちで、活動者がcsを利用していることが分かる。
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第4章 練腎室まわりのコモンスペースの利用実態

{時間男IJ行為数}両調査を通じて、比較的行為数が多くなっている時間帯は、 1 0時30

分から 10時45分、 12時から 12時 15分、 16時45分から 17時であるe これら

の時間帯は、リハーサノレ室の貸出時間と関係するため、どのような日においても csにおけI
る行為がある程度ある時間帯と考えられる。リハーサル宰を含む貸出室の貸出時間は9時

から 12時、 13時から 17時、 18時から 21時(ホールは22時)である。また、 1 

8時以降のcsの夜間利用が少ないことが分かるcこれは、 18時以降に]I稜の照明が落ち、
csにおいては照度の低い照明がされているため、薄暗くより寄り付きにくいものと考えら
れる。 また、 1 9時の閉館時間も影響している。よって、 19時以降は活動者の行為数で

ある。

調査 1の14時30分から 14時45分は、 J小jト、ホ一ルで

習会の休憩時問であり1、f通過Jr自販機利用Jrトイレj等の行為数が合まれたものである。

調査2の 13時30分から 13時45分、 16時から 16時15分は、三重大学管弦楽団

定期演奏会の開演30分前から 15分前と公演後であり、「通過Jrトイレj短時間の「待

機Jr会話j等の行為数が含まれたものである。以上より、ホールにおける催し物がcs行
為数に大きく影響していることが分かる。また、催し物や利用時間が関係しない時間帯は、

1 5分間で20行為程度しか確認されず、滞在が少ないことが分かるc
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第4章練習室まわりのコモンスペースの利用実態

4-2-4通過

20日のスロープ通過者を図4-2-4-2にポす。グレーの着色部分は、小ホールで

行われていた危険物取扱保安講習会の講習前、休憩、時間、講習後であり、通過者が増えて

いる。危険物取扱保安講習会は、 1 3時から 16時に行われており、 1時間半程度の講習

が2セットとし、う構成になっている。それ以外の時間帯としては、昼時の 11時45分か

ら12時に出入口に向かう通過者が多く、昼休憩や昼食の影響が考えられる。また、 9時

から 10時の間にホール等に向かう通過者が多く、 9時の開館時間や貸出室の利用時聞が

影響していると考えられる。

2 3日のスロープ通過者を凶4 ・2-4-3に示す。グレーの着色部分は、大ホールで

行われていた三重大学管弦楽団定期演奏会の開演30分前から開演、休憩時間、公演後で

ある。開演前は花束等の差し入れのため、正面エントランスからホールに向かう動線(国

4-2-4-1)ではなく、比較的ホールに近い地下 1階からの動線を選択していた。休

憩時間は、休憩時間での気分転換、喫煙、途中で帰る観賞者の通過と考えられる。公演後

は、公演30分前から開演の通過者より出入口に向かう通過者が多く、公演の30分以上

前に来館する観賞者がいたと考えられる。また、 20日と問機、開館時間後の1時間、昼

休憩時に通過者が多いc 1 9時の閉館時間、 17時の利用終了時間も影響し、出入口に向

かう通過者が多い結果となっている。

次に、 20Hと23Aで比較する。ホール催し物の影響が大きいグレー着色部分の時間

帯を除いた 15分間の通過者平均が、 20日のホール側の通過者が3. 1 7入、出入口側

の通過者が3. 06人である。 23日のホール側の通過者が7.35人、出入口側の通過

者が5. 1 5人である。 23日の通過者が多い原因として、平日と士日祝日の施設利用者

数の差、ギャラリーでの三重県教職員美術展の影響が考えられる。

以上より、 1 8時以降の夜間利用時間を除き、コモンスペース横は常に通過蓄がいる状

態であることが分かった。

図4・2・4・1 1E商工ントランスからホールへ向かう動線
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第4章練習室まわりのコモンスペースの利用実態

【cs内の動線1c sにおいて凡られた動線の種類について、凶4-2-4-4に示すc
青色の ー般利用者の動線は、人口から、スロープを通過する動線、第2リハーサル室の壁

画沿いを通る動線、 CSの真ん中を突っ切る動線，~大きく分かれ、向かう先はスロープ・

トイレ・自販機・階段のいずれかである。スロープを通過する動線の場合、入日付近の施

設案内図で足を止める場合以外、迷わず通過するのみであり、 cs内の付属的要素に興味
を示すことはほとんどない。スロープ以外の動線を選択した場合、まずオブジェに目がし、

く、足をとめるといった一般利用者が多い。また、 cs内に何があるのか、目的地にはど

11
1
・し
H
U
N
u
t-
- --""/'〆f司F

句示fJν

矢V，' I ト~トイν

守主
“ 

君、')-(工，.~')-

図4・2・4・4 CSにおいて見られた動線(赤;活動者 育:一般利用者)
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第 4章練習室まわりのコモンスペースの利用実態

4 -3北上市文化交流センター練習室まわりのコモンスペース利用実態

4-3-}調査の概要

【調査対象範開}北上市文化交流センター練脅室まわりのcsであり、アートファクト
リーと呼ばれている練習室群内のcsであるc 調査対象範囲と物的要素について、図4-
3 -1 -1に示すη

[C sの特徴}テラス、値栽、 トップライトによる半屋外化した空間であり、公園のよ
うな一般開放性がある点(写真4-3-1-1)、練習室のガラス張りの設えにより練習室

での活動がcsにおいても司視化されている点、椅子4個机1個で形成されたソシオベタ
ルな家具配置があげられる(写真4-3-1-2)。

【調査日程]8月281:119:30から2I : 00にかけて、中ホ}ルにて「韓国楽器

のための伝統・現代音楽コンサートjが行われており、公演前後の1.9: 00から 19:

30、21 : 1 5から22: 00であるc 調査日の練習室の利用スケジューノレを表4-3

-1-1に示す。

【調査方法]1セット 15分間で、連続してマッピング調査を行った。記録内容は、利

用者の属性、滞在行為、滞在位置、行為に影響を及ぼす物的要素、利用者間や出演者の接

触についてである。また、練習室活動者とcs利用者に対して、ヒアリングにより意識調
査を行った。ヒアリング項目は、利用頻度・施設選定理由・他の施設と併用の有無・練習

宰のカーテンの開閉と視線に関する意識・他のグループとの接触の有無・地設利用全般に

関する自由怠見である。

写真4・3・1・1半屋外化したcs 写真4-3・1・2 CSにおける家具記置
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第4章練習室まわりのコモンスペースの科婦実態

図4・3・1・1調査対象範囲と付属的要素の位置

(上図;1階cs下図:2階CS)

50 

表4・3-1・1付属的要素の詳細
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ダンス・団体

ダンス・個人

第4章練習室まわりのコぞンスペースの利用実態

音楽活動・団体麗 学習塾教委・団体

音楽活動・傭人

図4-3・1-2誠資時の練脅主主活動概要

録音・個人

表4・3・1・1練習室の利用スケジュール

時間 脂 泊所 活勘内容・活動団体

19:∞-21:00 ミュージックルーム1
『自力護休.食法J

カルチャ教室

19∞-20:00 バンド練習

ミュージックルーム2
個人{学生)

20舟0-21舟O
バンド練習

.人(主士会人}

19:00-21 :00 1情 体『フ像ァ教イブ室ワンJ

アクティングルーム

21 :00-22:00 
r oontroner danoe comp釦 yJ
ダンス教室

20:∞-21・ω r controller dance com田町yJ

大アトリエ
ダンス敏室

21 '00-22:00 
社交ダンス練習

-人

19:∞-21唱。 アンサンブルルーム1
f井よミュズコラス隊J
小・中学綬の合唱サ クル

19ω・20却
ドラム練習

アンサンフルルーム2
個人

20ω-22:00 
ドラム練習

.人

18:∞-22:00 レッスンルーム1
自車膏

2鎗
領人

19ω-22:00 
バンド練習

レッスンルーム2
.人

20:∞-22:00 練習

.人

17∞-22:00 小アトリエ1、2
r..IJIJ指..まつが<J
個別学習聖書

1200-22:00 ス世ジオ&ミキシングルーム
録音
情人
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第4主主練習室まわりのコモンスベ}スの利用実態

4…3-2施設利用者の属性

{各階の帯在人数] 1 5分間のマッぜングを5セット行った中で、認識した述べ人数試 1

階練習室群では11 2そのうちcsにおいて47、2際練習護群では148そのうちcs
において 89 である。 2~皆cs の;舎が 1 階cs より利用者を多く記録した原lÈlとして、 j議

査範!翠のテ…プノレセット数の違いは階iこ9セット、 2階に 13セット)、面積の違い、天

井高や視界の開きによる綴放感の違い等が;考えられる。

{各磁の男女よと}男女比は、各階の練務窓群において大きな差は見られず、全体では男女

50%ずっという比率になっている。しかし、 csにおいては、間階を通じて女性の沈彩
が潟くなっており、活動者の保護者に女性が多いことが影響していると考えられる。

{各階の年齢鵜}年齢緩は、雨踏を通じて、 1 0代20代の兇議や学生の比率がi高いc ] 

F皆練習室群で10代の比率が高いのは、 H皆csにおける 10代の比率の高さと関係、して
おり、施設周辺の高校の文化祭準備期間であることが影響している。また、学習塾やノj、中

学校合唱サークノレ等の練習室利用とも額係している。 2鍛練習室群においては、1Ii皆と比

較すると年齢溺が幅広く、社会人バンドや社交ダンス等の活動者の年齢層が関係している。

{利用者向士の関係}親と子、教問?と学生、親問土の友人、学生i滋士の友人、バンドメン

ノえ}、ダンスメンバ}等の関係が見られた。

70% 70% 

60% 60% 

50% 50% 

40% 40% 

30% 30% 

20% 20% 

10% l{)% 

。% 。%

1障壁AF{n:112) 2調書AF(n=148) 1障害CS(n=47) Z揮~CS(伊89)

f)X14令合1 ~皆別・綴設利用者の性別(述べ人数) 密4令 2・2 階別・一般利用者の性汚IJ(述べ人数)

70% 70% 
61% 

60% 60% 

50% 50% 

40% 40% 

30% 30% 

20% 20% 

10% 10% 

。% 。%
10代初代初代 40代初代 初代初代初代 40代初代

出4令 2・3 階別・減数利用者の年鱗層(述べ人数〉 図4令 2・4 ~皆別・一絞利用者の年齢層(述べ人数)
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第4章諌習築まわりのコモンスベースの利用実態

4-3-3過ごし方

[c s内行為}
1 5分のマッピングを5ゼット行った中で、確認された行為は、 H皆csで59行為、 2

F皆csで 118行為であった。それぞれのcs 内行為割合を滋 4-3-3-1 、 ~14- 3 

-3-2で示す。 jihjl竣を通じて、 f会話jが中心であることが分かる。 11瀦csでは f問視j
fダンスjの行為が見られ、 1附練習室での「ダンスjによる利用が影響していると考え

られる。また、 2階csでは楽器練習等の f音楽活動jが見られ、 21藩練習室での f音楽
活動jによる利用が影響していると考えられる。また「学習jはfilij階csで確認されてい
るが、 1階csと比較し2傑csでは継続的な f学習jが見られるため、21塘練習室での
「学習jによる利用が、 csにおける学習しやすい環境を形成している可能性がある。名
階を行為割合で比較すると、 cs内行為は、練習室内の行為と伺らかの関係牲があると考
えられる。 r巡回jに穏しては、当地設が放課後以降に学校に代わる学生の文化活動の場と

なっているため、学校教締が施設内をまわって利用を見守る行為で、特に文化祭前であっ

たため強化されていたと考えられる。「携帯電話使用j r特iこなしJrゲームJtこ関しでは、
待機や知り合いとの待ち合わせと考えられるが、特に利用自的がなく滞在しているとも考

えられ、csにおける一般需放校が影響していると考えられる。
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第4章練習室まわりのコモンスペースの利用実態

{行為と関係するcsの物的要素}
各階csで見られた行為に関係する、物的要素の選択率を!立14-3-3-51こ示す。テ
ーブノレセットの手IJ婦が見られた場揺は fテーブルセットj、ガラス麗に体を近づけて問視す

る場磁やもたれていた場面は fガラス諒îJ、階段での滞夜が見られた場揺は f~皆段j、手す

ちにもたれての滞在が見られた場甑は f手すりj、;柱iこもたれていた場穏や柱まわりに織に

なっての滞在が見られた場面は f柱j、床に産っていた場商は?床心どれにもあてはまら

ない場面「特になしj とカウン トした。

H皆csにおいて、 fテーブルセットj を手IJf号する行為と f特iこなしjが間程度であり、
csにおける通過が多いことが影響している。ダンススクールやバンド練留による利用が
あり、カーテンが開いていたため、 iガラス言語jに体を近づけて日視する行為が見られた。

2階csにおいて、テーブルセットの手IJmが約8舗であり、テーブルセットの配鐙をtトむ
とした滞在{立護分布となる。 2階csのみ、床に鹿つての会話行為が見られ、 10代の利
用が多かったことが影響している。
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久

a:l4・3令 5 ~皆別・物的要E棄の選択率

[c sにおける滞:(.f位霞分布]
csと練習室内における滞在位覆分布を溺4-3-3-6、ag4-3-3-71こ示す。
2人以kの滞在行為 (f通過jは除く)を黒丸で、踏む。 男性が育、女性が赤表記である。

まず、商階を通じて、テーブルセットの記穏や練管室前を中心とした滞在位霞分布であ

るととが分かる。 2階csにおいては、 5人以上のグ、ループもおり、 1グループ2テープ
ノレといった使い方や靖子の移動により、対応していた(邸中1)。 アクティングルーム前や

アンサンブソレルーム前は、活動者の保護者の滞在が見られ、活動が可視イヒされていること

からも、その練習室付近・のテーブルを選択している(鴎中2)0r学習jではローノレプライ

ンドや療により視界の正面が閉じられた祷子、他のj緊結と距離がある椅子を選択しやすい

綴向にある。荷物等での場所とりも見られ、各自がより集中できる学習空間を形成してい

た(留中3)。

利患者の属性によって滞在位置が偏ることは特になく、 csは男女や幅広い年齢層が入
り滋じった空照となっている。
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第4章練習室まわりのコモンスペースの手ij，用実態
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ヒ

事
/治、即
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り、
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9 して行った。ヒアヲン

!l、.や学生、

ま受韮合法軌1 ピアジング対象ドの援護霊

35 
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主唱

15 

10 

o 

ん…-1ぷ i 活動総畿各

~) 

り

主哲:窃合

19:主5 19:3詰:21 :30 21:45 

総連合念仏経 お cs ちまiべ人数}

ヒアジ

4-a…4 -1 

く、ヒア予ング対象をど議交をした。

畿のj義援金グル…ブとの交流に緩して、高校殺にとって )(J):議きであるiという

文;千七総合?換をi選

い友人がま誘えるJiI湾
との;討議:が縛られ、

の{惑は f特になしjとの!援護:を持たむ

との交ikiがあるj

していると考えられる。

iこ織して、設設さとの邸宅撃が議も多い。長ちに持られた鰐答iζ辻、年 1訟

の公畿のため、機材の充紫、球持、さぎ議設畿の?と索、;コスト談、の容が得られた。

告主総設に欝しでは、大;きが会主将F悲しておらず、 HIPFIOPダンス数識のみ、 fili:織の裁緩

や議関の体育館喜子憲IJ照ずることがあるj との部議;会得た。
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第4章諌習室まわりのコモンスペースの利用実態

視線に関して得た回答を、表4-3-4ー 2に示す。練習室のガラス張りの設えによる

活動の可視化に関し、大半の団体が「視線が気にならないJと回答しており、カーテンを

開けて活動している。活動の可視化の利点として、活動団体の宣伝、スペース確保、活動

の主張等があげられる。尚、「最初は視線が少し気になったが、今は気にならなし、Jといっ

た慣れによって解消された回答も得た。ただ、 1団体においては f視線が気になるJr作業
に集中したしリとの回答が得られ、視線に関する意識には個人差がある。年齢層によって

も視線に関する意識に差が見られ、例えば小学生を対象とした学習塾において、時間によ

ってはカーテンを閉める対策がとられている。

表4・3・4・2視線に関するヒアリング結果

室名
カ一子ン 視線に関する

視線に関する自由意見
開閉 意識

ミュージックルーム2 閉める 気になる 作業に集中したいため、閉めている。
1酪
アクティングルーム 開ける 気にならない 新規の生徒に興味をもってもらえるため、開けている。

練習室
大アトリエ 開ける 気にならない カーテンも扉も聞けて、スペースを確保したい。

トレーニングJl戸ム 開ける 気にならない
ダンサーなので、視線を気にするのではなく、人に見せ
ょうという意識をもたなければならない。

2階 アンサンブルルーム I 開ける 気にならない
練習中ほとんと鴨緑は気にならないようだが、たまに気

練習室
が散っている場合、カーテンを閉めることもある。

アンサンブルルームE 開ける 気にならない 自己顕示欲が強い。練習中ときどき外を見る。

スタジオ&ミキシング
聞ける 気にならない

人に見てもらうために活動しているので、むしろ見てほ
ルーム しい。

自由意見では、必ずしもcsでの学習に集中できる空間を形成できないこと、ステップ
ホワイエでのダンス練習が管理上の問題で禁止になったこと、屋外のガラス面を利用して

ダンス練習していること、練習室によって予約の混み具合が異なり希望の練習室以外を利

用する場合があること、施設スタップとの日常的な交流に関しての意見が得られた。
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第4章練習室まわりのコモンスペースの務用実態

4-5第4章のまとめ

閉じられたcsを有する三重県文化会館と聞かれたcsを有する北上市文化交流センタ
ーにおいて、利用に大きな違いが見られた。また、 csを利用する施設利用者聞の関係も
異なった。以下に相違点をまとめ、本章のまとめとする。

【一般利用者と活動者の属性]c sにおける一般利用者は、三重県文化会館は年齢層に偏
りは見られず、北上市文化交流センターでは学生が中心であった。 csの一般利用者は、
練習室及びリハーサル室の活動者の属性と関係しているようである。

三重CS : 10歳未満から70代と幅広い年齢層であり、ホールの催し物の影響

を除けば、年齢層の偏りはないものと考えられる。

三重リハーサノレ室:10代から60代と幅広い年齢層であった。

北上CS : 10代から50代が確認され、学生が中心であった。

北上練習室 : 10代20代が中心であった。

【一般利用者と活動者の関係】三重県文化会館の場合、親と子の関係が見られた。北上市

文化交流センターの場合、親と子の他、教師と学生の関係があった。

【施設側の意向と一般利用者の対応】施設側の意向により、 CSにおいて15分以上の長

期滞在か短期滞在かという違いが出た。北上の場合、練習室がガラス張りであるため、目

視による見守りが可能であり、安全面の確保に親や教師が貢献していたといえる。

るt

かった。施設内を警備員が定期的に巡回していた。

北上CS:一部の学習禁止箇所を除き、「自由に使ってもらってよいj という方針であり

多様な行為が見られ、 15分以上の長期滞在が目立った。施設内を警備員や

師が定期的に巡回する他、親が子を見守っていた。

【cs内行為】「通過Jが中心、「会話Jによる滞在が中心という、大きな違いが確認され
た。三重県文化会館CSにおける一般利用者の多様な行為は、 CS内の付属的要素から引

き出されたものもあった。北上市文化交流センターCSは、「学習Jや練習室の活動の延長

となるような行為も見られ、一般利用者の滞在が根付いていると恩われる。

三重CS:一般利用者や活動者による f通過Jが中心である。「トイレJr自販機利用j と

いったCS内の機能の利用が多かった。 f通過jする中で、何か付属的要素に

興味を示し、別の行為に移行することはあった。

北上CS:一般利用者の「会話Jが中心である。「学習Jの他、「音楽活動jや fダンスj

といった練習室の活動の延長となるような行為も見られた。
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第4章練習室まわりのコモンスペースの科用実態

【練習室の設え】壁面で視界が閉じられたリハーサル室での活動は、 csにおいて聴覚の
みの刺激であり、一般利用者が活動に興味を示したとしても活動者は気付きにくい環境に

ある。ガラス張りの練習室では、透過性の壁面により活動内容がオープンになり、一般利

用者がガラス面越しの『目視J等で興味を示した場合、活動者が気付き、対応することが

できる。特にダンスにおいて、有効である。 csにおける新たな接触を仕掛けようとする
場合、どのように活動内容を一般利用者に示すかが、検討事項としてあげられる。

三重CS:活動に興味を示し、活動内容が書かれたスタンド、片扉の聞いたリハーサル室

内を覗き込む一般利用者がし、た。

北上CS:カーテンの開閉選択はでき、聞けていた場合、活動が見える環境にある。

特にダンスにおいては、見られるという意識よりはパフォーマンスを見せよう

という意識がはたらいており、ダンス技術の触発や出会いの場、活動の宣伝と

なる。
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第5章施設全体のコモンスペースと複合施設の付帯機能の利用実態

5-1本章の目的・方法

5-2常設の広告展示空間の利用実態

5-3屋外テラスの利用実態

5-4複合施設の付帯機能の利用実態

5-5第5章のまとめ
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第5章範設全体のコモンスペースと接合擁設の付帯機能の利用実態

5 1本章の目的・方法

5-1ー l目的・ }ji去

本章では、三重県文化会室宮内のcsと付帯機能を対象とするつ結設内のcsの中で、第
3章ではホワイエに着目し、第4章では練習室まわりのcsに着目したが、本章で、はそれ
以外のCS(こ焦点をあてるc 具体的には、屋外テラス、エントランスロピ一等の常設展示

空間である。また三重県文化会館に複合されている付帯機能として、レストラン、文化情

報コーナー、図書館について取り kげる。(※図書館は三重県生涯学習センター内であり、

主重県文化会館内ではないが、公演時の利用が見られるため、本取で取り上げる。)

地設スタップへのヒアリングや観察調査により、施設全体におけるcsや付帯機能の種
類や配置、日常の利用実態について把握する。また、アンケート調査により、公演時のC

S利用実態について把握する。以上を事じて、現状の問題点を抽出することを目的とするc

5-1-2複合施設の付帯機能

三重県文化会館は、「重県総合文化センター内で最も面積が広く、ホーノレ関係と文化振

興ゾーンの2軸で構成されている(図5-1ー 2-1)。各階の諸室について、以下に示す。

以下に示す諸室及び2軸をつなぐ役割を、回廊やcsが担っている。
{各階の諸室}

地下 1階:メインエントランス・総合案内所・小ホール・第 1リハーサル室・

第2リハーサル室

1階 :大ホール・中ホーノレ・施設利用サービスセンター・文化情報コーナー(カフェ、

ショップ含む)・レストラン・レセプションルーム

2階 ;第1ギャラリー、第2ギャラリー、大会議室、中会議室、小会議室

ド'

。~

民罵蝿‘ ，(;.) 

図5・1・2・1 三重県文化会館内の2つの翰

(出典:新建築 1994年 12月号)
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第 5章施設全体のコモンスペースと複合施設の付帯機能の利用実議

5-2常設の広告展示空間の利用実態

常設の広告展示は、三重県文化会館内で16箇所ある。広告は、ポスターと持ち帰り可

能なピラの2種類に大別される。さらに、ポスターは、展示ケース、ポスタ}パネル、パ

ネルスタンドを用いた展示に分かれ、ピラはカタログスタンド、アルコープ・受付を用い

た展示に分かれる。 1階にポスター7箇所とピラ4箇所、 2階にポスター2箇所、地下1階

にポスター1箇所とピラ 2箇所が設置されている。広告展示の概要について表5-2-1

に、広告展示箇所について、図 5-2-1から図5-2-3に示す。

【2階】施設案内図とギャラリーでの自主事業のポスター1枚がセットで展示されており、

エレベータ}横 (2-P1)や廊下 (2-P 2)に設置され、ギャラリーや会議室の利用

者、通過者に目が行くように計画されている。

【1階】ピラは文化情報コーナー付近、レストラン前、大・中ホールと小ホールに向かう

分岐点に設置されている。レストラン前に設置されているピラ (1-H1)は、レストラ

ン利用前や利用後の客に利用されている。サーピスセンター付近のピラ (1-H3)は、

最もピラの種類が豊富であり、県外の施設の催し物が3スタンド、松坂・南勢・伊勢の催

し物、中勢・北勢の催し物、映画のピラが1スタンドずつ設置されている。大・中ホール

と小ホールに向かう分岐点に設置されているピラ (1-H4)は、アノレコープに自主事業

のラインナップが分かるよう展示されており、ホール催し物後の鑑賞者の利用が見られる。

ポスターは、正面入口、扉付近、エスカレーター付近に設置されている。展示ケースを用

いたポスター展示は、正面入口に8枚 (1-P1)、サーピスセンター付近に4枚 (1-P

6、1-P7)ポスターが貼られ、展示内容は自主事業についてである。正面入口は三重

県総合文化センターの自主事業についてであり、三重県文化会館以外の内容も含まれる。

パネノレスタンドを用いたポスター展示は、扉 (1-P2)、エスカレーター横 (1-P3)

エスカレーター下(1-P4)大ホールエントランス前 (1-P5)に設置され、通過者

に目が行くように計画されている。

【地下1階}受付に並べられたピラ (B1-Hl)は、出入口前でまず目が行くように計

画されており、足をとめて催し物を確認する利用が見られる。閉じく出入り口付近に設置

されているポスター (B1 -P 1)は、施設案内図と小ホールでの自主事業のポスター1

枚がセットで展示されている。第2リハ}サノレ室前のピラ (B1-H2)は、リハーサル

室の活動者や第1リハーサル室前の階段を使う通過者の利用が見られる。

ピラ設置箇所は、立ち止まって興味のあるピラを採取したり、自主事業のラインナップ

の確認をしたり、催し物内容について人と会話したりと、滞在行為につながりやすい。 B

1-Hl、B1-H2、l-H4は、 csに設置されており、 cs内の滞在行為に影響す
る付属的要素であると考えられる。また 1-H1、1-H3は廊下のガラス面に沿って設

置されており、どこにいても目が行くよう工夫がされている。ポスターは一時的な滞在が

見込め、特に展示ケースを用いたポスター展示は自主事業のラインナップについて容易に

確認できる。
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第5章範設全体のコモンスペースと複合誌設の付帯機能の利用実態

現状をふまえ、各階の改善点について述べるc 2階においては、 2階の自主事業の情報

しか得られないため、滞k者が比較的多いとされる会議室前にピラのスタンドを設置する、

ホーノレの自主事業ポスターを展示する等の検討が求められる。1.階においては、 1-1'4 

'"'"'P7が比較的近いキ聞に密集しており、ポスター内容もほぼ変わらないことから、最適

な筒所について検討が求められる。地下 1階においては、施設の日常的な活動者の利用が

多いため催し物情報に関心が高く、近隣施設の催し物等、当随設の自主事業以外のより広

し、情報が求められる。

アルコーブ
受付
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第 5章施設全体のコモンスペースと撞合施設の付帯機能の手11用実態

図5・2・1 2階の広告展示箇所

関5・2・2 1階の広告展示箇所
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施設全体のコモンスペースと複合雑設の付帯機能の利用実態
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第5章施設全体のコモンスペースと複合範設の付帯機能の利用実態

第3章で述べた公演 lと公演2のアンケート調査により、「屋外テラスjの場所選択率は、

両公演を通じて、公横前、休憩時間、公演後と 0"'4%であり、利用が終始少なかった。

マッピング調査により‘得た庵外テラスの利用実態について、以下記述する。屋外テラス

の滞在者を公演前に i人、休憩時間に13人記録したc 性別は、男性92%]，(性8%であ

り、喫煙者に男性が多いことが影響している。行為では、滞在者の77%が f喫輝Jによ

る利用である。手すりから長色を f眺めるj行為は5人において見られ、そのうち「喫煙j

f眺めるJを両力行った鑑賞者は2人いた。今回の調査では、屋外テラスにおいて2行為

のみであり、多様な滞庇行為を確認できなかった。原因として、出入μ付近に灰皿と喫煙，

者の滞在位置が偏り、喫煙以外の目的で利用しにくかったと考えられる。また、調査時は

夏であり晴天であったため、気掘や日差しの関係で利用が少なかったとも予測される。

アンケート調査により得られた、屋外テラスの雰囲気、広さ、テープルセット数の満足

度について、利用実態をふまえ分析考察を行う。

{屋外テラスの雰囲気]rよし、Jrややよしリの回答比率が50%、否定的な回答は4%と

f少なかった。公演時、屋外テラスの利用は喫煙者がほとんどであり、その他の滞在は少な

かったが、屋外テラス自体の雰間気が関係している可能性は低いと予測される。

{屋外テラスの広さi雰囲気の満足度と同様、肯定的な問答が50%前後、否定的な問答
は4%と少なかった。ただ、 f狭し、Jと評価した鑑賞者もおり、出入口の灰皿付近に滞在位

置分布が偏っていたため、ホワイエからの見通しが悪く、狭い印象を受けた可能性がある。

{屋外テラスのテーブルセット数1rやや不十分Jr不十分jの回答比率が 14%と肯定的

な回答比率の半分程度であり、雰囲気や広さの満足度と比較して、否定的な回答比率が高

くなっている。公演時、テーブルセットや椅チの利用は見られなかったため、実際に利用

できなかった状況が原因ではない。家具の配置場所が屋外テラスの中で分散されていない

ため、面積に対してのテーブルセット数が少ない印象を受けた可能性があるc

-よい ー広い

-ややよい ーやや広い

()')‘ 1・どちらと弘、えない -どちらともいえない

-あまりよくない 3'‘ -やや狭い

-よ〈ない -狭い

-.慰答 -無回答

同6・3・1-1屋外テラスの満足度(雰凶気) 関5・3・1・2屋外テラスの満足度(広さ)

図5・3・1・3屋外テラスの満足度(テーブルセット数)
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第5章漉設全体のコモンスペースと複合施設の付帯機能の利用実態

5 -_. 4複合;梅設の付帯機能の利用実態

取り上げる諸家は、第3章で述べた公摸1と公演2のアンケート議資により、公誠前、

体懇話寺階、公演後の場所選択において、 fセンター内の飽議設j との路答を得た付帯機能で

ある。具体的には、文化情報コーナー、 レストラン、図書・館の利用についてであるの文化

情報コーナーは、売1吉とカフェコーナー(以下、カフェ)、アートミュ…ジアムショッブ.(以

下、ショップ)、チケットカウンタ…が含まれる。

fセンター内の総擁設jの選択惑は、 e公演1は公演前18%休憩時間7鳴公演後8%で

あり、公演2では公演詰ti14%体慾時間4%公演後6%である。 i荷公益誌を通じて、公演前

の利用は15%前後あり、休憩時間や公演後の選択率は公演前の選択率のず分以下となっ

アぐし1る。

{センター内での場所選択}センタ…内の抱擁設の呼Iでの場所選択について、 i議5-4

... 1ーから図5-4-3に示す。公演前は、地の諸叢と比べ fカフェj、fレストランj、f擁

護事館jの利用が目立つ。休憩時間は全体として利用が少ないが、 fレストランjr図書館j

とホ}ノレからJi'e搬のある諸室を利用する観賞者がし、ることが分かる。公演後は、 f図書館j

の利用が最も多い。文化情報コーナーやレストランの利用は、公諜前より減っているc 以

上より、場所選択はホールからの距離の近さではなく、 f飲食jr読書j等の諸室の機能に

より選択されている可様性が高い。!r:ドホーノレjや「第2ギャラリーjと凶答した鑑賞者;士、

公議行に公演以外の催し物にも参加しており、調査時においては特別なケースで、あった。

|時演伽30) 滋公演2(0=16) I 1・公海1(""10) 時涜2(同) I 
吟
ぷ

内“
市

白
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1
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a
a
v

1¥'" .1;1 >::l . ..! 1;') 今身寄 手/ヤハ ，J 会
4.F ぷ j r pぷ 1"，ぷ fdj J 2254F 
.; .， ，!t 吋 fi 1/ 年寸
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間5・4-1公演前のセンター内総施設場所選択 菌6サ 2休慾i待問のゼンター内他漉設場所選択
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関5・4・8公演後のセンター内他施設場所選択
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第 5章施設全体のコモンスペースと接合施設ぬ付帯機能の利用実態

{センター内の行為}セン夕、“内の飽施設で見られる行為を溜5--4'-4から図5-4-

6 に示すc*~ノレ内やホヲイニr.内に見られなかった行為として、「買い物j iピヂオ鑑糞Jr出

演者挨拶jがある。公演前は f飲食Jrパンフレット線認、jr詩書jが多い。公議前の fパ

ンブレット確認JI土、ヱドワイこにで受付を務ました後地施設に移動したと考えられ、ホワイ

コニの混雑や公演訴のホヲイヱの雰密気等が影響している吋能性がある。 fパンブレット線認J

は、カフェやレストランでされており、 f飲食j しながら fバンフレット線認iをする鑑'政

者がいるととが分かる。また図書館での「パンフレット確認j もあり、公演に関して書籍

を通じて伺らかの予習をしていた可能性もある。休憩持鍔は母数が少ないが、 fトイレjの

利用が多く、ホ}ノレのトイレの混雑をさけて移動したと考えられる。公演後は、公演説と

比較して行為の種類が少なく、 f読書Ji飲食jがほとんどである。特に公演後において、

センター内にとどまり余識を楽しむ鑑賞，者が少ないという問題点が見えた。尚、公演2と

比較して、公演1の方が多様な行為が確認されており、公演1の方がより来舘頻度の高い

リピーターがいたことが影響していると予掬される。

! ・公演1(0"30) 滋公議2(n=16) I 
12 
10 

命令今!f.f!; i診~ .<1争晶FおむJ.11号
~' "'-11々々 事'f'I~v OF!i' sf' .!: .s宇_$-.~' 6If ~ ... --. '!-"" ，耳、 高骨 '< .ti 
&・柚 (1 ".，^身tF 吋 由主I ~.、J}ザ JJ
事、、

E怒る十4公演紛のセンター内総施設行為

i 創公演1(n"14) 灘公演2{同)I 

10 
8 

8 一一一一一一一一一…一一一一一尚一………一一一一-.r-
、a
句、
4
n
u
v

鴎 5・4・6公演自立のセンター内他施設行為

~竺l{n=l0) 滋公演2(n=4) I 

j亡三F三£
合物々ilj'(命令々
々々 タ々 ;;-1ft ~ 

i金 @ 品骨三<" )<.-." 

l!f哨.j'ダ :tJ
f4J ヘ
K 、

ぜ2き
-< '4lI言

脳6・4・6休憩待擦のセンター内他施設行為

※公演後の場所選択と行為に関してはアンケートで符aたものであり、公演後にホール出

入口で関殺したため、 r~ンター内の他;縮設j の回答は手Ij月?を予定している人に限定される。

特に予定していなかったが公演後立ち寄った等のケースは含まれていないことが、本調査

の課題としてあげられる。
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第5章施設全体のコモンスペースと複合施設の付帯機能の利用実態

【望まれる機能}公演後の場所選択で、 fセンター外の他施設jを選択した鑑賞者がおり、

センター外での行為は f買い物J3入、「飲食jが1人、「スポーツjが1人であった。 f買

い物Jに関しては、センター内ではショップで売られている雑貨とカフェで売られている

軽食に限定される。 f飲食Jに関しては、センター内にレストランとカフェがあるが、営業

時間やメニユ}等の理由により、他の飲食肢を選択した可能性がある。 rスポーツjに関し

ては、スポーツジムとの回答であり、公演後の行為というよりは日ごろの習慣であると予

測される。以上より、 f買い物Jr飲食Jに関してはセンター内に機能が備わっており、新

たに望まれる機能については把握できなかった。

以下に、 fセンター内の他施設j として、文化情報コーナー、レストラン、図書館の利用

について、それぞれ記述する。

5-4-1文化情報コーナー

文化情報コーナーは、カフェ、ショップ、チケット

カウンター、常設展示空間、貸館受付が一体的である

ため、気軽に立ち寄ることができる計画がされている。

貸館受付前には、椅チとテーブルが置かれており、権

設利用者のcsとなっている(写真5-4-4-1)。
営業時間は、カフェが8時50分から 18時30分、

ショップが10時から 19時、チケットカウンター

1 0時から 19時、貸館受付が9時から21時である。 写真 6々 1・1貸館受付書官のcs

公演1、公演2のような昼公演は営業時間内であるが、 (出典三Z重県総合文化センターHP)

公演3のような夜公演では休愚時間や公演後に貸館受付以外は営業時間外である。

図5-4-1から図5-4-3によると、公演前はチケットカウンター・カフェ・ショ

ップの利用があるが、休憩時間・公演後は公演前ほど利用が見られない。文化情報コーナ

ーは、「飲食Jr購入Jrイベント情報確認Jr会話J等多様な行為が可能であり、特に公演

後は余韻を楽しむ空間となりうるため、今後文化情報コーナー内の付帯機能の、より盛ん

な利用、併用が求められる。

5-4-2レストラン

レストランは、メインエントランスから距離が近く、

文化会館を含む施設利用者の利用がしやすい場所に位置

する。営業時間は、 10時から 19時であり、夜公演に

は対応していない。図5-4-1から図5-4-3によ

ると公演前後に利用があり、調査時のような昼公演の場

合、センター内の諸室の中では比較的利用が多いといえる。 写真5-4・1・2 レストラン内観

(出典;宅重県総合文化センターHP)
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第5章施設全体のコモンスペースと複合擁設の付搭機能の利用実態

5-4-3図書館

て重県総合文化センター内で複合されている機能として、図書館がある。図書館は南

西側に位置し、文化会館から距離があるc 開書館は、[読書j、本の「貸出・返却j がL要

な利用目的としてあげられるc 公演と全く無関係の図書館利用である可能性が高いが、公

演内容の予習復習等で、利用される場合もあると予測する。公演内蒋とリンクした書籍情

報の展示等、何らかのかたちで鑑賞者や図書館利用者が公演に興味を持つ、より情報を得

るような図書館側の仕掛けが検討される。

図書館は、図5-4-1から図5-4-3によると、両公演を通じて利用が最も多いこ

とが分かる。図書館利用者の属性として、文化会館のリピ・・ターであることがあげられ、 f年

4 間以上J の回答が長も高い比率となっている(図 5 ~ 4 -1 1)。実際の場所選択のみ

ならず、ホワイヱ内においても「読書jの行為が見られ、図書館の槙合が公演時の過ごし

)JIこ影響を与えることを今回把揖した。

80% r 
67% l-公演1{n=12i-公演2in=6n

70% 1 
60% 

50% -42% 
40% 

30%←置 ._ 
.17%  • -

20% 
17% 

10% 

。"+--・・E 刷_-----.: ~ .. 
年4国以よ 年2，3回 年1回以下

図 5・4・1・1図書館利用者の来館頻度 写兵5・4・1・3 図書館の内観

(出典:三重県総合文化センター狂p)
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第5章施設全体のコモンスペースと複合施設の付帯機能の利用実態

5-5第5章のまとめ

本章では、施設全体のcsとして、常設展示空間、屋外テラスを取り上げた。また、公
演時の利用がある複合施設の付帯機能として、文化情報コーナー、レストラン、図書館を

取り上げた。利用実態から得られた今後の検討事項について、以下に簡潔にまとめ、本章

のまとめとする。

【常設展示空間]各階のポスター内容についての見直し、地下1階のピラ内容の見直し、

1階の集中している展示箇所の見直し等の提案が考えられる。

~IJ用実態:地下 1 階は活動者、 1 階は鑑賞者や一般利用者、 2階は一般利用者や会議室ギ

ャラリーの利用者の情報収集の場となっている。動線や施設利用者の立場を考

慮した配置と展示内容になっている。

【屋外テラス]喫煙者の滞在位置分布の偏りの是正が求められる。出入口付近の灰皿位置

の変更等、テーブルセットを利用しやすい環境をつくる提案が考えられる。

flj用実態:喫煙者の利用がほとんどであり、入口付近の灰皿に滞在位置分布が偏っている。

利用されていないにも関わらず、テーブルセット数を不十分と考える鑑賞者が

いる。

【文化情報コーナー}夜公演に対応していない営業時間であることを確認した。カフェ、

ショップ、チケットカウンターは一体的に計画されており、併用により、公演前後に多様

な行為が可能であると考えられる。

リ用実態:公演前はチケットカウンター・カフェ・ショップの利用があるが、休憩時間・

公演後は公演前ほど利用が見られない。

【レストラン}夜公演に対応していない営業時間である。

抑用実態:昼公演の場合、公演前後に少なからず利用がある。

【図書館}公演内容と関連した書籍情報の展示等、鑑賞者や一般利用者に対して、公演へ

の情報収集や興味を誘う仕掛けの提案が考えられる。

リ用実態:公演時に、他の付帯機能と比較して最も利用があり、リピーターによるもので

ある。
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第6章まとめ

6-1まとめ

本章では、 3・4・5章で得た3つのcsにおける利用実態から、空間的特性が施設利
用者間に与える影響についてまとめる。観賞者・活動者・一般利用者の立場にたった、望まし

いコモンスペースの在り方について言及、提言し、全体の総括とする。

第2章より、空間的な特性の違いとして、諸室が壁か透過性の壁かという違い、施設全

体のcsが分散されているか、一体的に計画されているかの違いを把握した。各諸室と各
csの空間的な特性について図6-1-1に示す。加えて、施設規模、時代背景や設計コ
ンセプト、 cs利用における施設側の意向の違いを把握した。
第3・4・5章では、利用実態調査を通して、施設側の意向に沿ったがたちで施設利用

者がcsを利用していることを立証した。 2施設問で、 csにおける滞在時間や行為内容
が異なっており、施設側の管理運営方針が影響して、施設利用者にとってのcsの場の特
性が異なっていると考えられる。

また、空間的な特性の違いにより、施設利用者間の関係性が異なることを分析した。

第一に、 csの空間的な特性の違いが与える影響について、練習室とcsが壁で隔てら
れている場合、施設利用者が活動に興味を示していても気づきにくい環境にあるが、活動

に集中できる環境をっくりやすい。一方、練習室がガラス張りである場合、活動者同士や

一般利用者と活動者間に新たな接触がおこりやすい。活動者は一般利用者に対して活動を

見せる意識をはたらかせており、活動の宣伝効果につながる。

第二に、施設全体の空間的な特性の違いが与える影響について、 csが施設内に分散さ
れている場合、各々の立場内での接触にとどまる傾向があった。一方、 csが一体的に計
画されている場合、施設利用者間で相互に関係ができ、出会いの場、サードプレースドと

なりうることを確認した。

以上より、施設のコンセプトや管理運営方針とリンクさせて、各諸室とcsのつなが
り、 csとcsのつながりについて、施設計画時に検討する必要性があると考える。

*'サードプレース:第三の憩いと交流の場、インフォーマルな集まりの場。

サードプレースの特徴として、中間的領域的eutralground)、平等QsaLevelerう、会

話が主要な行為(Conversationis the Main Activity)、 アクセスしやすく親切

(Accessible and accommodating)，常連(TheRe伊lars)、陽気な雰囲気付heM∞dis
Pla凶品、家から離れた家(AHome away from Home)等をあげている。

(出典 fTHEGR臥TGOOD PLACEJ RAY OLDENBURG) 
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第 6牟まとめ

__'分散 __'体的

図6・1・1 各諸主主と各csの祭間的特性(友 ?τ三重県文化会館、右:北上市文化交流:センター)

6-2コモンスペースにおける提案

利用実態を踏まえ、施設利用者のそれぞれの立場から、調査対象施設のcsにおける提案
を述べる。

【二三重県文化会館]

ー般利用者について、 csは付属的要素が充実しており、付属的要素から多様な滞在行
為が確認されたが、施設利用者間の接触は少ない。長時間滞在できるようなじ Sを a部計

画する検討が求められる。その際、情動団体や催し物についてビラやボードを用いた情報

展示やソシオベタルな家具配置が有効で、あると考える。

鑑賞者について、特定の公演ではあるが、 csにおける多様な過ごし方を確認した《た
だし、ホール内にとどまる鑑賞者が多い傾向にあり、ホワイエでの滞在を誘発する環境に

ついて、機能性や快適性を検討する必要がある。具体的には、「パンフレット確認jrアン

ケート問答Jf荷物整理Jがしやすし、コーナー等の設置、ソファの形態や配置の検討が求め

られる。屋外テラスにおいても、灰皿を含めた家具配置の検討が求められる。

活動者については、催し物や他の活動団体への興味が高く、それに見合った情報提供が

求められる。また、他の施設利用者が活動を知るきっかけとして、練習室とcsを一体的
に使った発表会や参加型イベントの開催が期待される。

{北上市文化交流センター]

一般利用者、活動者については、多様な行為が確認され、接触が多いことが分かったc

csにおける多様な行為や双方の接触が、施設を活気づけていた。ただ、テーブルセット
は、 1テーブノレと4脚の椅子という 1パターンであり、 10人以とのグループや、 l人の利

用者に対応した様々なバリエーションのテーブルセットの導入について検討が求められる。

鑑賞者については、今回出演者と鑑賞者の接触は多く見られたが、多様な行為は確認さ

れなかった。調査対象とした公演が一般的な利用実態とはいえず、付属的要素やcsにお
ける空間的特性の影響について、他の公演を通して把握する必要がある。
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研究を進めるにあたり終始ご指導いただいた加藤彰一教授には、深く感謝致します。特に、国際

インターンシップでは、 6都市をまわる貴重な体験をさせていただき、心に残りました。

大月淳准教授、毛利志保助教授には、ご指導を重ねてしていただき、深く感謝致します。

加藤研究室の先輩である辻千代英氏、川島亜由美氏、原郭二氏には、多くの面でサポートをして

いただき、いつも温かい励ましの言葉をいただきました。深く感謝致します。

同期の古川恵里さん、北漂美奈さん、中山裕章さんには、ゼミ前後多くの相談に乗っていただき、

多くの議論を共にすることができました。こうして研究を続けられたのは、相談しあえ尊敬でき

る仲間がいるおかげです。接するなかで、私には学ぶことがたくさんありました。自分には何が

できていないか、今やこれから何ができるか考えるきっかけになりました。研究活動以外でも公

演を鑑賞しに行く等、公私ともにお付き合いしていただき、深く感謝致します。

修士1年の竹原弥里さん、柴山依子さん、山本梨加さん、学部4年の馬込慶太さん、原玲子さん

には、いろいろとご意見を下さり、また調査にご協力いただき、深く感謝致します。

調査にご協力いただきました、三重県総合文化センターの施設スタッフの方々、北上市文化交流

センターの施設スタッフの方々、久米設計の野口秀世氏、見玉謙一郎氏、三重大学管弦楽団の顧

問兼重直文教授をはじめ団員のみなさま、第七劇場の主宰鳴海康平氏をはじめ劇団のみなさま、

施設利用者のみなさまに、厚く感謝致します。

最後に、以前から支えていただいている仲間に、学ぶ機会を与えてくれた両親に、深くお礼申し

上げます。

小塚智世
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巻末資料
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アンケート

論文



アンケートのお願い

現在、研究室では、劇場における鑑賞者の公演前後・幕開の過ごし方についての研究を行っています。近年、公

演の楽しみ方も多様になっており、ホール周辺や劇場周辺の環境が求められています。そこで今回、鑑賞者の行

動や要求を明らかにすることを目的としたアンケート調査を実施することになりました。つきましては、アンケ

ートにご協力いただきたく思いますσ この研究結果は、研究以外には使用しないことを申し添えます。

何かご不明の点、ご意見等ありましたら下記連絡先までご連絡下さるようお願い申し上げます。

三重大学工学部建築学科加藤研究室担当 4年小塚智世

干514-8507 三重県津市栗間町屋町1577

TEL 09か9700-2584 E寸nail405715蜘.mie-u. ac. jp 

公演前後、幕開の過ごし方に関するアンケ}ト

圃 (男性・女性) 圃 歳) |三重大学関係者I(はい いいえ)

H. どちらから来られました泊、|
A. 県内 ( 市) B. 県外 県・府・都・道)

陣. どのような交通手段で来られました語、|

A. 電車 (下車駅 ) B.車 C. パス D. タクシー

E. 自転車・バイク F. 徒歩 G. その他(

同.何人で来られましたか。また、誰と来られました治、(当てはまるもの全てにOをつけてください0)I 
(人)

A. 友人 B. 子ども C. 親 D. 夫・妻 E. 恋人

H.管弦楽団の定期演奏会には、よく来られますか。|
A. はじめて B. 2・3回 C. いつも D. 久しぶり

陣. 文化センターのイベントには、よく来られますか。|

A. はじめて B. 2・3回 C. いつも D. 久しぶり

ト・・四・ー._._.-.-・ー・ 公演前の過ごし方についてお聞きします. 国.- .ー・圃・・・ー・圃・ー

指. いつ文化会館に着きました泊、!

A. 開場時間に余裕をみて B. 開場時間にあわせて C. 開演時間に余裕をみて

D. 開演時間に少し余裕をみて E. 開演時間に遅れた

P. 開演時間まで、主にどこで過ごされましたか。|
A. ホール内の座席 B. 大ホールのロピー C. 屋外

D. 文化会館内の他の場所(場所:

同. 開演時間まで、何をして過ごされましたカ叫(例:パンフレット確認、会話、座席確保、施設見学等)

三重大学大学院 工学研究科
|アンケ}トは裏面にもございます'0I 



-ー._._._.-. 幕開の過ごし方についてお聞きします。
陣 幕聞は、何人で過ごされましたか。|

入

|10. 幕開は、主にどこで過ごされました治、以下から1つお選びください。|

A. ホール内の座席

D. その他(場所:

B.大ホ-/レのロビー

I11. 幕開は、主に何をして過ごされましたか。 I. 
A. 会話 B. パンフレット確認 C. 座席確保

F. トイレ G. 特になし F. その他(

|12. 大ホールのロピー(ホヲイエ)について、お聞きします。|

112-1.ホワイエの雰囲気について、どう恩われます治、|

C. 屋外

D. 飲食 E. 携帯使用

A. よい B. まあよい C. どちらともいえない

D. あまりよくない E. よくない

|12-2.ホワイエの広さについて、どう思われますかけ

A. 広い B. やや広い C. どちらともいえない

D. やや狭い E. 狭い

i12-3.ホヲイエのペンチ数について、どう恩われます治、|

A. 十分 B. まあ十分 C. どちらともいえない

D. やや不十分 E. 不十分

幕開を、ホール内の鹿席で過ごされた方にお聞きします。それはなぜですか.

A. 座っていたかったから B. ホワイエが混んでいるから C. 座席確保のため

D. 移動する目的がなかったから

G. その他(

F. パンフレットを見たかったから

. -. _. -.ー・四・ー・ー・ 公演後の過ごし方についてお聞きします. ー・四・ー.-.ー・四・ー・ー

|14. 公演後はどのように過ごされます方、 i
A. ホワイエに残る B. 直帰する C. センターを出て、別の場所に向かう

D. センター内の他の施設を利用する(場所:

|15. 劇場周辺の環境について、公演の余韻を楽しめると恩われますか。 l
A. 楽しめる B. まあ楽しめる C.どちらともいえない

D. やや楽しめない E. 楽しめない

|16. 質問15で、やや楽しめない・楽しめないと答えられた方にお聞きします.それはなぜですか。!

|17. ホール周辺や劇場周辺の環境について、ご要望・ご意見がありましたらお書きくださいoI 

|ご協力ありがとうございました。|



公演前後、休憩時間の過ごし方に関するアンケート
i=c5:元不.H玉、一踊正晶子:i;A4-o)tflf~巌ぬ!iii.-:- -;議tøI.-ïtï::語、予三房副読漏両手。，-j雇伝子二長五日忌;if~w.g;.ï::iま1
1使用しませんので、是非ご回答下さい.ご不明の点、ご意見純りましたら、下記連絡先までご連絡下さるようお願い申し上げます. ' 

三重大学大学院工学研究科建策学専攻加麗研究室博士前期限種2年小塚智世 l
〒51刊 507三軍県津市栗真町屋町1577 TEL 090-970か2584 E怖 i1409M408@MINae-ipJ

以下の霞聞について、お替え〈揺さいo .択震があるものについては、ロにチェックをつけて〈挺さい.

固まず、ご昆入いた髭いている方ご自身についてお尋ねします.

性別〈男性・女性〉 年齢〈 代〉 三重大学関係者〈はい・いいえ〉

1. どちらから来られましたか。 ロ海市内〈町村名 町・村〉

口県肉〈 市・郡〉 口県外( 県・府・都・道)

2. どのような交通手段で来られましたか。 ロ電車〈下車駅: 口車 ロパス ロタクシー

ロ自転車・バイク ロ徒歩 口その他(

3.何人で来られましたか。 〈 )人

また、どなたと来られましたか。〈複数回答可) ロ友人 ロ子ども ロ親 口実・聾 ロ恋人

4. 当劇場に来られるのははじめてですか。 ロIまい ロいいえ

5.質問4でいいえと答えられた方にお聞きします。 遍〈 〉回程度、月〈 〉回程度、年〈 〉回程度

当劇場に来られる損度はどれ〈らいですか。

-以下、公演前、体圃時間、公演後の温.~方についてお尋ねします.

公潰前 6. いつ当劇場に着きましたか。 時 分頃〉

7. 開演時間まで、どこで、何をして 《どこで》 《何をして》

過ごされましたかo (複数回答可〉 ロホール肉の座席------一一一・・・・・・・・→(

イ灘，'¥:.1ベ《ンフ何同トを情し穂トて眠檀>且の寓輯a箸・伺・電m盤使凪t嘆触邑、 tt1 k ム
ロホールのロビー一--一一一一・--一一・→(

ロ屋外テラス ・・一一-------------・→〈
:施段見学など : 

ロセンター肉の他施霞〈場所 〉ー・・→(

体憲時間 8.休憩時聞は何人で過ごされましたか。 人〉

9.体想時聞はどこで、何をして 《どこで》 《何をして》

過ごされましたか。〈複数回答可〉 ロホール肉の座席・一一-----一一・・・・ー→〈

ーイ孟I~:"ベ正ン面フトレE傭ヲ4健トぞ事植i両館E、面会・善邑・福電一血竃一z使・周一a.一ア一飲ン一ケ食ー一‘ト‘人・一三、 ロホールのロピ一一・・一-一一一一・ー・・→〈
ロ屋外テラス ・一一-一一一----一一→〈 } 

喫煙、施録見学など
ロセンター肉の他施霞〈場所 〉一-ー〈

公潰後 10.公潰後はどこで、何をして 《どこで》 《何をして》

過ごされますか。〈複数回答可〉 ロホールのロビー-----------一一・・・・・-(

ロ屋外テラス ----------・・・・・→{ 〉

fi i im是正面幽~l.ミ執J5品面，蚕b庄山一一崎一凪-輔P・E・・-iLA‘ ロセンター肉の他施陵〈場所 〉ー・→〈 〉

飲食、イペンH育報確健、犠稽電信使用、 . ロセンター外のIJの場所・・---一一--一一・-(
アンケート‘喫煙、.11:見学など . 

ロすぐ帰宅する

-最後.:，、当踊場の式ホール@共有スペースの満足度についてお辱ねします.

11.ロピーの雰囲気について ロよい 口ややよい ロどちらともいえないロあまりよくないロよくない

12.ロビーの広さについて ロ広いロやや広いロどちらともいえないロやや狭い ロ狭い

13. ロビーのソファ敏について ロ+分ロやや+分ロどちらともいえない口やや不+分 ロ不十分

14.屋外テラスの雰臨気について ロよい ロややよいロどちらともいえないロあまりよくない口よ〈ない

15.屋外テラスの広さについて ロ広い口やや広いロどちらともいえないロやや狭い ロ濃い

16.量外テラスのテーブルセット散について ロ+分ロやや十分口どちらともいえないロやや不十分 ロ不十分

17.劇場環境について、ご意見・ご要望が
三重大学大学院 工学研究科

ありましたら、.自由にご記入下さい。

ご憧カありがとうござい容した.



事長アンケート女

本日はお忙しいところ、三重大学管弦楽団"旬nner伽tcert2010"へ御来場下さいましてまことにありがとうご
ざいます。今後の活動の参考させていただきたいと思いますので、お手数とは存じますカえ以下のアンケートにご協

力いただきますようお願い申し上げます。

P 性別(男・女) .p年齢( )歳 Pこ職業( ) 

P楽器経験(有・無) 有・・・線路(

P音潮ヨ体の所属(有・無) 有…団体名(

Pこの演奏会を何でま掬りになりましたれ
&当楽団員から b.招待伏で C.チラシ・ポスターで

4新聞・雑誌で(出版物名 ) e.プレイガイド・楽鵠苫で

王その他(

Pチケットはどのようにして入手されました方、
a.当楽団員から b.招待券・招待状
dプレイガイドで e.当日券
tその他(

P今日の演奏についてこ清見・コ蔀慢をお聞かせ下さしも
# ウェーノ〈ー/歌劇「騎単の射手」序曲

C.楽器唐で

# チャイコアスキー/幻想序曲「ロメオとジュリエットj

三重大学大学院 工学研究科
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# ベートーヴェン/交響曲第6番へ長調「田園J~.飽

.tポスター・チラシ・チケット・プログラムについてご意見をお聞かせ下さしも

P今日の受付・クロークについてご意見をお聞かせ下さし、

Pその{也あ気づきの点がございましたら、お聞かせ下さ凡

ご協力ありがとうございました。

制帯りに出口に設置してございますアンケ』ト回収箱にお入れ下さい。

またお会いできる日を楽しみにしています。

なお、差し支えなければ御名前・御住所などご記入ください。次の演奏会のお知らせ等送らせていただく予定

です。

御名前

御住所干

E-mailアドレス

三重大学管弦楽団



平成20&手渡語辞多結論文授畿

議議li:騒げる己主吾ンスペースに織する雛究
一議童書記事雪の滞緩行動に務践してー

努事1尊重 浮輪

書題研究の管祭

近年、様々な療織が針断され、それにす料、公演員権後や

議事務め滋ごしpかも多様になっているむ公演読は公綴内饗

の予饗やこれからの鍛議行為の母車線持関、薬事関はま失の謀議

繋行為のための気分転換の韓関、公演後は公演の余自発告と

楽しをf絵手掛であるが、令書寺熊共i惑して議場内の滋擦や瀞j

緩め潟辺謙譲告と変緩異議じる終i穏であるわ義援賞者が員総議iζ

思議ケ選ぶ鑓的には、 白緩の fハレjの感覚があり、 fハ

レjの感覚や多機な滋どしメ1"!こ対応する織i場環機及び謀議
機筋ill灘携が主役められていると考える。

錫研究の銭的

気分転換にさ祭~関ったり、十分に吟味された欽食のサ

ービスを受けたり、コモンスベ…スで滋ごす持簡に舷カ

があれば、緩客i玄白分の絡を立ってこ2よそンスペースに織

てくるはずである。

本研究では、*ワイエをさミとする劇場のコモンスペー

スにえられる滞在行動に着滋し、コモンスペースの利用

行為から、それらの行為に景品線香とふえてし、る祭器を示し為

鑑賞者の求める劇場の潔裁をデザインするための方向

後を示すことを跨擦とする。

灘税務の方法

第主主震
F撃事議
こむこ
第2:1震
織迭の型民票

: I 第3議t . ，. I 
j aモンスペ叩スにおける税務袋費量 i 

jjf藷~_.[義母藷酬jJfjf旗
「十溜 | 

関 1・2研究フロー

1. ~畿内の主主認すべき綴織を搬出?る。

2. *ワイ".:1こをとする劇場のコモンスベ…スにおけ

る手1I滞爽態を観葬祭喜湾建まし、コそンスペースに見られる

符為の緩類と内容を抱擁、 E主た各劇場~~.共過する行動

鱗肉、各劇場の持母11m特殺を燃もかiこする。

三畿大学大学総
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三:~重大イ!?品工学部建築学科 部霊祭研究室愛 小書禁容数

3. 鱗獲で描tJjした務議弱者援に共i議する行動鎖燃に隣し

て、なぜ共i滋した行動綴肉がFもられたのか、;f!l}l]機
織から行為2士事録的幾内楽どの様係書ど考書議するe
4. ~懸3をで検出した各劇場の新潟特校受比較し、緩急。滋

~コモンスベ…スめ特徴がどのように行動発生に

影響を与えているのか考察するや

8 以上より綴識のロモンヌベ…スにytられる行為に

影響を与えている察鑓から、鍛繋ヰ普の求める請書j畿の

E義務省とデザインするための方向性を示すことを傍
擦と-tる。

MJ寝言語の定義
コモンスペース;幕開と公演総後、緩繁華fによって共有命

されるさ苦rm~ ホワイニ弘、ホワイェと議

している麗外の:共有雪量~君。

策定書霊 翻査の続重要

M研究奏上象

本稿では、部00席縫授の客席数をもっ幾j綴?である、

東海織;方の愛知接続文化センタ…、...~議集総会文化セン

タ…及び、話題E草地方の京都会館、主主崎m総会文化センタ
…、兵員義i巣立芸品格文化セン夕日会務究対象とする。

総務殺の;伝法

事受章'Uこ涼した務てまた若者時に、宅事滋手書盤紫容の行動iと;竣

J:fしておそンスベ…スを観察し、料用擬態を撚搬する。

鑑賞者の行為に欝しては主義務富強綴鱗査を干すい、行為内務、

人数、年鈴溺、行為iこ欝係している鋭的獲索令書己録する。

f くるみ著書j り人形i の公演時のみ、 2分おきの~点観

察調査を*ワイエ誌で行い、主義務線総観還をにより烈議した

行為内務が、どれほど蒸られるのか識的な磁で縫ゑる。

ぎを2ト1嫌悪号線変君事務

学級究科



ご:l~皆ンスベ、ース

れでの{袋毒殺す震議後潟}が見られたQ

2001ULl7‘ f合務総

ゾブて7・_/'<ベ
ることにより、{飲食}行為が多く気られた。

おむねUjO.r務総
公告菱i:j丸投i淡号号、が泌言語前後iこ出液お絞めま

ふ移動iこ伴い縁者手どの{あい
Eiぷ終わるごと

(~) 主008‘lえ1:3.fP.ACクヲスペFズコンサ…;、j

議事務、ガラスごしの{緩急告と見るト行為や、1:::'>'"ツブ

ブぷfJHI'l警によるベンチやハイテーブルを革!Jp認して、ガラ

ス綴に沿っての{欽食}や{会話iが多い。

(f!) 20綿.1.'2，18.r数の総予定 グロスマスコンサ-I'J 
pど…郊で!lJ議議選?と談ずる機会があり、 i会話議

事すへの{あいさつ}や記念{ち章表彩}が 10分続し

200~U2.2 1. rぐるみ翻り人彩j
公淡後、議j綴スタッアに手滋されたシーノレ・カ… F

どの{会務}につながり、一野寺畿容は;;Jてワ

イエに緩まる綴向iこておったα
ぐむ 2008.01.10. rこニューイヤ…オペラこ;::"/~7…ト j

としてホワイコニiこ出る人が少ないa
*1)イ況では、畿沿いなどそ号主議所で織に?なゥて{

事て守る入がいた企

2009.01.11. iワインナ…・ワルツ様々…/rストラj

i毒定食;行為t土、ハイテーブル会2・3綴で史街、 5窓
外トテラスのテ…ブJi's:-イ:rJ!.J帯、絞殺にj設。かける、

によEつな!:!、綴々な;議所会機採し

線窓足立緩霊祭鱗資分析紘警生

より符られたホ1)イ

:3"1の巡りである。

緩3護法の議長奪三jj議長{是正:秀救 お:女波)

立

17 : 00よりげユアブヱこr:.ヲ7(1)ハイデ…ブJl，.7 

つには、 Jそれぞれ i飲食}{会;活?といった詰常 :1)...0)

[gj 3-l ホワイこじの手Ij滞状況{苦渋IU17 ;悌)

銭3・2 オミ?イエめ手IJf話状況{公機後 E蔀:20)

-去を;たさy! 5主 '}':長年デ22



/c7t 18 : 14~ 18 ; 20までかjアイ

またパレコニという

く、対立ワイ

分かる。{滋a-a)
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滋5尊敬線:lil;l輩

行為の容量綴議会i

襲撃!お・公後畿のホヅイ二時せF詩J校

ホワイコニでは5立って遜ごしている入が大マ'I'おめで

いる。ま?と、 18:14'""-'18: 18の罪患に織る人がlて九吊クをど

迎え日ていることがわかる。{儲 ~H)

i議3'3
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ホワイコニ科潟J努の行為の費去に絡して、 e'"ムツブ
自動滋究機喜三和j潟ずる{欽食}の黙合が語道く、 j童文書芝}

ごの員隣接における事事務め築じみ:かに大きく

している令 HL18あたりから、ホテイ

しじといった綴淘もゑられ、

{飲食}など、

(隠3公)

ホワイニL恭'1j怒号普〈尽き著書き総会話器3-4

、季語ぷi季語著者合

務総重要量誌の事襲警翼淡4<2

泌総になし

総書韓軍事態君事後F韓

揚飲食

縦パンフレ'JJト著書量護

委審議童書

[.伊奈f究科

3 
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調書;媛i量i描ili
表認否議第議議
慾喜義告さ養素は、姿勢やそれに梓う行為が比較的緩まささ

れず、多様な行為が見られる。特iこ劇場のコモンスベ…

スでは、獲る入よりも立って滋ごす人のコ診が多いの守、

よりかかれる、京ちやすいなどの特徴をもっ態築的要素

は総の施設より人の終り務となりやすいd

:授4・3 建築総繁華著が誘発する楽番号と行為

普?為と付潟的運芸葬場

付語量的襲鶏は姿勢が娘主主dれやすい識姿勢が線建され
たならば行為も綴2きされる。付織的重要素毒のゆには行為を

誘発するだけでなく叡j限するものがあり、手!jt努滋'も織ま註

される。{事受4-5)しかし、持続的饗楽のゆでベンチ・

ソプァとハイテーブルは多くの行為者とアフオ}ドレて

道援4移 行為者ケ主主怠させる姿勢企獲量襲

r.・一町一
[~産方軍事童話ベンチl

[三営益コ

をき“二

事者中童書UJ)
重量滋

ぬJチ脅またもも'抑
会議

議事λとなっ人ぬ
重量喜重

t:f号機毅ベンチ}

書鎌忽特為

線十l ソブアの形状と縫り方

.行為郊の務係

いるといえる"(欝4・0 鰭 4・2 行為i鳴の総係

表 4-4 付暴露的要事紫が携強する姿勢と行為 景畿を挑める行為はも持気なく行われ、総の行為告と

4 

邪魔しないため偽の行為と掲善寺にすまわれる。会緩fよ、総

の行為と階特iこ行うことで意思線通がうまくいき、問時
iこ行っている行為をより議しかことができる移飲食や待

機がば;疑忽iを挑める有為や会話"と問時に行われると、尊重

ーですtうよりも潔3起した行為になる。アンケート記入や
パンブレット磯識と採集、錫示絞殺警察どj駕善寺に会認をす

る主義合、劇場や公演の務幾になりやすく、公演や主義穏を

認様することにつながる。それに対し、携殺害義務使F警は
1入でそして単一で鶏こりやすい綴肉にあり、炎時間の

使療は量販楼にいながら偽のき詮織に1人でいるのとi湾じ
結楽になるという短波と、患者場にいない入と容易に絡騒

を共有できるという発所告と兼ね翁えている。

また、終機しであいさつを行い会話といった、議室後iこ
会昔話に多量滋する行為の流れはち人と入の罪容に交流安全む。

豊富4棒2で;示した会話と照時にfjわれやすい行為は、畿軍事

の交流の鍵をにぎっていGi>

3護主大学大学鍛 工学絞殺終



第5章 各劇場の利用特性

・観客層と行為の関係、

服装や会話内容から観客層を予測した時、観客が劇場

に通うまでの過程で表5・1のような行為の変化がある

と予測できた。

表5・1観客層と行為の関係

illれ 観客層 行1島

劇場に温う
3人以よでの会話

出演者への豊島し入れ

パンフレット確臨

劇渇に興味 パンフレット録集
公演肉容に奥様 掲示復徳留

公演内容に闘する会話

はじめて劇場に
劇場の太まかな針置に沿った行為

足を運ぶ

-接している空間と行為の関係

屋外テラスや吹き抜け空間では、幕開に多様な滞在行

動が見られ、コンコースやデッキでは公演後に会話によ

る滞在が目立つ。

-平面と行動の関係

[ワイド直線型]ホワイエ全体の一体関を得やすいが、，全

体として移動空間になりやすい

[スクエア型] 4隅のいずれかに人の滞在が偏りやすい
[L型] 交差部分を分岐点として移動空間と滞

在空聞が成立

[C型] 2隅に注意が集まるが、エントランスか

ら遠いエリアが奥まった印象

[Z型] c型と比べ奥まった印象の空間がなく
なる。

曲、暗 油、1If:

Eコ

図5・1 平面型と空間傾向

・断面と行動の関係

|吹き抜けの有剰

油、所

吹き抜けがなければ、上階ホワイエから下階のメインホ

ワイエの様子を眺める行為ができず、各階に一体感を感

5 

じられない。しかし、メインホワイエへの移動は吹き抜

けの有無に関わらず頻繁に行われる。

|各階ホワイエの重なり方i
そのまま上に積み上げた各階ホワイエは、経路が単純明

快であり短路である。それに対し、ずらして積み上げた

各階ホワイエは、建物に誘導されて移動している感覚を

得やすい、人が移動している様子を眺めやすい、経路途

中に他と異なる滞在空間をつくりやすいなどの長所が

挙げられる。特に幕開のような短い時間をどう楽しむか

といった時に、上階の座席の観客にとって、移動自体が

退屈でないような仕掛けが必要である。

第6章結論

.コモンスペースの計画への提案

大きな移動空間と小さな滞在空間の両立

(一じ解繊の得られる一き
抜け空間

・落ち着いた雰囲気の付属的要素の充実した、滞在重

視の空間

滞在内容が異なる空間を多数配置=物的要素の充実

fソファ・ベンチエリアはグループごとに利用しやすい

i配置、多様な行為を誘発するハイテープルエリアの設
〈置、段差やアルコープ・ガラス面を多く取り入れる、

|吹き抜け空間を見降ろせる平面を一部突出させ、手す

にりにもたれての小さな滞在空間をつくるなど

出演者との交流の場を提供(慌の~…ーの配置

・出演者か鑑賞者のどちらかが待ち構えることのでき

る、ある程度の人数がおさまる建築的要素のみの空

間を設ける

次回の来館につながる仕掛け

( ………ツ川ト轍…確轍認州
掲示板とちらしコ一ナ一を滞在空間と移動空問の

どちらにも配置

・ちらし回収BOXを滞在空間に配置

-今後の課題

本研究を通して、公演前後や幕開の鑑賞以外の楽しみ

方は、第ーに出演者や観客同士の交流、第二に劇場の雰

函気を味わえるような飲食や景色を眺める行為、第三に

劇場や公演の情報入手ではないかと考える。しかし、コ

モンスペースの充実について考察する際、特徴の異なる

より多くの劇場に足を運ぶ必要がある。また、利用実態

から行為の種類と行動傾向を把握し、その行動傾向から

行為に影響を与えている要因について考察したが、各劇

場の物的要素の情報と比較が不十分である。定点観察調

査も含め、今回の調査人数や方法については検討、改善

すべきであった。家具配置に関するコモンスペースの滞

在行動については、今後着目していきたい。

三重大学大学院 工学研究科




